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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＣＤパネルに駆動手段の各出力端子に対応して複数のデータ線が連続して配置され、
且つ、前記ＬＣＤパネルにおいて複数の画素が前記複数のデータ線にそれぞれに接続され
ている液晶表示装置の動作方法であって、
　（Ａ）第１水平期間において、前記ＬＣＤパネルの第１ラインに位置する画素を、時分
割駆動により、且つ、水平方向に隣接する画素が逆の極性のデータ信号で駆動されるよう
に駆動するステップを具備し、
　前記（Ａ）ステップは、
　　（Ａ１）前記第１水平期間の第１期間において、前記駆動手段の第１出力端子に第１
極性を有する第１データ信号を生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応する
前記複数のデータ線のうちの第１色に対応する第１データ線に接続し、更に前記第１デー
タ線を介して前記第１データ信号を供給することによって前記第１ラインの前記画素のう
ちの前記第１データ線に接続された第１画素を駆動するステップと、
　　（Ａ２）前記第１水平期間の前記第１期間に続く第２期間において、前記第１極性と
異なる第２極性を有する第２データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子
を前記第１出力端子に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色に対応する第２デ
ータ線に接続し、更に前記第２データ線を介して前記第２データ信号を供給することによ
って前記第１ラインの前記画素のうちの前記第２データ線に接続された第２画素を駆動す
るステップと、
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　　（Ａ３）前記第１水平期間の前記第２期間に続く第３期間において、前記第２極性を
有する第３データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端
子に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色と異なる第２色に対応する第３デー
タ線に接続し、更に前記第３データ線を介して前記第３データ信号を供給することによっ
て前記第１ラインの前記画素のうちの前記第３データ線に接続された第３画素を駆動する
ステップと、
　　（Ａ４）前記第１水平期間の前記第３期間に続く第４期間において、前記第１極性を
有する第４データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端
子に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第２色に対応する第４データ線に接続し、
更に前記第４データ線を介して前記第４データ信号を供給することによって前記第１ライ
ンの前記画素のうちの前記第４データ線に接続された第４画素を駆動するステップ
とを具備する
　液晶表示装置の動作方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置の動作方法であって、
　更に、
　（Ｂ）前記第１水平期間に続く第２水平期間において、前記第１ラインに隣接する第２
ラインの画素を、時分割駆動により、且つ、水平方向に隣接する画素が逆の極性のデータ
信号で駆動されるように駆動するステップを具備し、
　前記（Ｂ）ステップは、
　　（Ｂ１）前記第２水平期間の第１期間に前記第１出力端子に前記第２極性を有する第
５データ信号を生成し、前記第１出力端子を前記第１データ線に接続し、更に前記第１デ
ータ線を介して前記第５データ信号を供給することによって前記第２ラインの前記画素の
うちの前記第１データ線に接続された第５画素を駆動するステップと、
　　（Ｂ２）前記第２水平期間の前記第１期間に続く第２期間に前記第１極性を有する第
６データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第２データ線に接続
し、更に前記第２データ線を介して前記第６データ信号を供給することによって前記第２
ラインの前記画素のうちの前記第２データ線に接続された第６画素を駆動するステップと
、
　　（Ｂ３）前記第２水平期間の前記第２期間に続く第３期間に前記第１極性を有する第
７データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第３データ線に接続
し、更に前記第３データ線を介して前記第３データ信号を供給することによって前記第２
ラインの前記画素のうちの前記第３データ線に接続された第７画素を駆動するステップと
、
　　（Ｂ４）前記第２水平期間の前記第３期間に続く第４期間に前記第２極性を有する第
８データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応
する前記複数のデータ線のうちの前記第４データ線に接続し、更に前記第４データ線を介
して前記第８データ信号を供給することによって前記第２ラインの前記画素のうちの前記
第４データ線に接続された第８画素を駆動するステップ
とを具備する
　液晶表示装置の動作方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の液晶表示装置の動作方法であって、
　前記（Ａ）ステップは、更に、
　　（Ａ５）前記第１水平期間の前記第１期間において、前記第２極性を有する第９デー
タ信号を前記駆動手段の第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に
対応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色に対応する第５データ線に接続し、更に
前記第９データ線を介して前記第９データ信号を供給することによって前記第１ラインの
前記画素のうちの前記第５データ線に接続された第９画素を駆動するステップと、
　　（Ａ６）前記第１水平期間の前記第２期間において、前記第１極性を有する第１０デ
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ータ信号を前記第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する
前記複数のデータ線のうちの前記第１色に対応する第６データ線に接続し、更に前記第６
データ線を介して前記第１０データ信号を供給することによって前記第１ラインの前記画
素のうちの前記第６データ線に接続された第１０画素を駆動するステップと、
　　（Ａ７）前記第１水平期間の前記第３期間において、前記第１極性を有する第１１デ
ータ信号を前記第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する
前記複数のデータ線のうちの前記第２色に対応する第７データ線に接続し、更に前記第７
データ線を介して前記第１１データ信号を供給することによって前記第１ラインの前記画
素のうちの前記第７データ線に接続された第１１画素を駆動するステップと、
　　（Ａ８）前記第１水平期間の前記第４期間において、前記第２極性を有する第１２デ
ータ信号を前記第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する
前記複数のデータ線のうちの前記第２色に対応する第８データ線に接続し、更に前記第８
データ線を介して前記第１２データ信号を供給することによって前記第１ラインの前記画
素のうちの前記第８データ線に接続された第１２画素を駆動するステップ
とを具備する
　液晶表示装置の動作方法。
【請求項４】
　請求項２に記載の液晶表示装置の動作方法であって、
　前記（Ａ）ステップは、更に、
　　（Ａ９）前記第１水平期間の最後の期間において、前記第２極性を有する第１３デー
タ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応する前
記複数のデータ線のうちの前記第１色及び前記第２色と異なる第３色に対応する第９デー
タ線に接続し、更に前記第９データ線を介して前記第１３データ信号を供給することによ
って前記第１ラインの前記画素のうちの前記第９データ線に接続された第１３画素を駆動
するステップ
を具備する
　液晶表示装置の動作方法。
【請求項５】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置の動作方法であって、
　前記（Ａ）ステップは、更に、
　　（Ａ１０）前記第１水平期間の前記第４期間に続く第５期間において、前記第１極性
を有する第１３データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出
力端子に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色及び前記第２色と異なる第３色
に対応する第９データ線に接続し、更に前記第９データ線を介して前記第１３データ信号
を供給することによって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第９データ線に接続され
た第１３画素を駆動するステップと、
　　（Ａ１１）前記第１水平期間の前記第５期間に続く第６期間において、前記第２極性
を有する第１４データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出
力端子に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第３色に対応する第１０データ線に接
続し、更に前記第１０データ線を介して前記第１４データ信号を供給することによって前
記第１ラインの前記画素のうちの前記第１０データ線に接続された第１４画素を駆動する
ステップ
を具備する
　液晶表示装置の動作方法。
【請求項６】
　行列に配置された複数の画素と、
　駆動手段と、
　複数のデータ線と、
　前記駆動手段の複数の出力端子と前記複数のデータ線との間の接続関係を切り替えるス
イッチ回路
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とを具備し、
　前記駆動手段の各出力端子に対応して複数のデータ線が連続して配置され、
　前記複数の画素は、前記複数のデータ線のうち対応するデータ線にそれぞれに接続され
ており、
　前記駆動手段は、前記複数の画素のうちの同一のラインに位置し、且つ、同一の出力端
子に対応する複数のデータ線に接続された画素が、時分割駆動により、且つ、水平方向に
隣接する画素が逆の極性のデータ信号で駆動されるように前記スイッチ回路を制御し、
　前記駆動手段は、
　第１水平期間の第１期間において、前記駆動手段の第１出力端子に第１極性を有する第
１データ信号を生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応する前記複数のデー
タ線のうちの第１色に対応する第１データ線に接続するように前記スイッチ回路を制御し
、更に前記第１データ線を介して前記第１データ信号を供給することによって前記第１ラ
インの前記画素のうちの前記第１データ線に接続された第１画素を駆動し、
　前記第１水平期間の前記第１期間に続く第２期間において、前記第１極性と異なる第２
極性を有する第２データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１
出力端子に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色に対応する第２データ線に接
続するように前記スイッチ回路を制御し、更に前記第２データ線を介して前記第２データ
信号を供給することによって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第２データ線に接続
された第２画素を駆動し、
　前記第１水平期間の前記第２期間に続く第３期間において、前記第２極性を有する第３
データ信号を前記第１出力端子に生成し、更に前記第１出力端子を前記第１出力端子に対
応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色と異なる第２色に対応する第３データ線に
接続するように前記スイッチ回路を制御し、前記第３データ線を介して前記第３データ信
号を供給することによって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第３データ線に接続さ
れた第３画素を駆動し、
　前記第１水平期間の前記第３期間に続く第４期間において、前記第１極性を有する第４
データ信号を前記第１出力端子に生成し、更に前記第１出力端子を前記第１出力端子に対
応する前記複数のデータ線のうちの前記第２色に対応する第４データ線に接続するように
前記スイッチ回路を制御し、前記第４データ線を介して前記第４データ信号を供給するこ
とによって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第４データ線に接続された第４画素を
駆動する
　液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の液晶表示装置であって、
　前記駆動手段は、更に、
　前記第１水平期間に続く第２水平期間の第１期間において、前記第１出力端子に前記第
２極性を有する第５データ信号を生成し、前記第１出力端子を前記第１データ線に接続す
るように前記スイッチ回路を制御し、更に前記第１データ線を介して前記第５データ信号
を供給することによって前記第１ラインに隣接する第２ラインの前記画素のうちの前記第
１データ線に接続された第５画素を駆動し、
　前記第２水平期間の前記第１期間に続く第２期間において、前記第１極性を有する第６
データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第２データ線に接続す
るように前記スイッチ回路を制御し、前記第２データ線を介して前記第６データ信号を供
給することによって前記第２ラインの前記画素のうちの前記第２データ線に接続された第
６画素を駆動し、
　前記第２水平期間の前記第２期間に続く第３期間において、前記第１極性を有する第７
データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第３データ線に接続す
るように前記スイッチ回路を制御し、前記第３データ線を介して前記第３データ信号を供
給することによって前記第２ラインの前記画素のうちの前記第３データ線に接続された第
７画素を駆動し、
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　前記第２水平期間の前記第３期間に続く第４期間において、前記第２極性を有する第８
データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応す
る前記複数のデータ線のうちの前記第４データ線に接続するように前記スイッチ回路を制
御し、更に前記第４データ線を介して前記第８データ信号を供給することによって前記第
２ラインの前記画素のうちの前記第４データ線に接続された第８画素を駆動する
　液晶表示装置。
【請求項８】
　請求項６又は７に記載の液晶表示装置であって、
　前記駆動手段は、更に、
　前記第１水平期間の前記第１期間において、前記第２極性を有する第９データ信号を前
記駆動手段の第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する前
記複数のデータ線のうちの前記第１色に対応する第５データ線に接続するように前記スイ
ッチ回路を制御し、更に前記第９データ線を介して前記第９データ信号を供給することに
よって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第５データ線に接続された第９画素を駆動
し、
　前記第１水平期間の前記第２期間において、前記第１極性を有する第１０データ信号を
前記第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する前記複数の
データ線のうちの前記第１色に対応する第６データ線に接続するように前記スイッチ回路
を制御し、更に前記第６データ線を介して前記第１０データ信号を供給することによって
前記第１ラインの前記画素のうちの前記第６データ線に接続された第１０画素を駆動し、
　前記第１水平期間の前記第３期間において、前記第１極性を有する第１１データ信号を
前記第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する前記複数の
データ線のうちの前記第２色に対応する第７データ線に接続するように前記スイッチ回路
を制御し、更に前記第７データ線を介して前記第１１データ信号を供給することによって
前記第１ラインの前記画素のうちの前記第７データ線に接続された第１１画素を駆動し、
　前記第１水平期間の前記第４期間において、前記第２極性を有する第１２データ信号を
前記第２出力端子に生成し、前記第２出力端子を前記第２出力端子に対応する前記複数の
データ線のうちの前記第２色に対応する第８データ線に接続するように前記スイッチ回路
を制御し、更に前記第８データ線を介して前記第１２データ信号を供給することによって
前記第１ラインの前記画素のうちの前記第８データ線に接続された第１２画素を駆動する
　液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項７に記載の液晶表示装置であって、
　前記駆動手段は、更に、前記第１水平期間の最後の期間において、前記第２極性を有す
る第１３データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子
に対応する前記複数のデータ線のうちの前記第１色及び前記第２色と異なる第３色に対応
する第９データ線に接続するように前記スイッチ回路を制御し、更に前記第９データ線を
介して前記第１３データ信号を供給することによって前記第１ラインの前記画素のうちの
前記第９データ線に接続された第１３画素を駆動する
　液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項６乃至８のいずれかに記載の液晶表示装置であって、
　前記駆動手段は、更に、
　前記第１水平期間の前記第４期間に続く第５期間において、前記第１極性を有する第１
３データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応
する前記複数のデータ線のうちの前記第１色及び前記第２色と異なる第３色に対応する第
９データ線に接続するように前記スイッチ回路を制御し、更に前記第９データ線を介して
前記第１３データ信号を供給することによって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第
９データ線に接続された第１３画素を駆動し、
　前記第１水平期間の前記第５期間に続く第６期間において、前記第２極性を有する第１
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４データ信号を前記第１出力端子に生成し、前記第１出力端子を前記第１出力端子に対応
する前記複数のデータ線のうちの前記第３色に対応する第１０データ線に接続するように
前記スイッチ回路を制御し、更に前記第１０データ線を介して前記第１４データ信号を供
給することによって前記第１ラインの前記画素のうちの前記第１０データ線に接続された
第１４画素を駆動する
　液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネル駆動方法、及び液晶表示装置に関し、特に、時分割駆動と反転駆
動との両方を採用する液晶パネル駆動技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数のデータ線（信号線）を逐次に選択することによって画素にデータ信号の書き込み
を時分割的に行う時分割駆動は、液晶表示装置の駆動において広く使用される技術の一つ
である（例えば、特開平１１－３２７５１８号公報、及び特開２００３－２１５５４０参
照）。かかる時分割駆動の利点の一つは、液晶ドライバに設けられる出力アンプの数を減
少できることである。時分割駆動を採用する液晶表示装置では、液晶パネルのデータ線の
数よりも少ない数の出力アンプで、画素を駆動することができる。これは、液晶ドライバ
の消費電力及びチップ面積の低減に有効である。もう一つの利点は、データ線を選択する
スイッチを液晶パネルに設ける構成を採用することにより、液晶ドライバと液晶パネルと
を接続する配線の数を減少できることである。データ線を選択するスイッチを液晶パネル
に設けることにより、液晶ドライバと液晶パネルとを接続するために必要な配線の数は、
液晶パネルのデータ線よりも少なくすることができる。液晶ドライバと液晶パネルとを接
続する配線の数の減少は、液晶ドライバと液晶パネルとの接続を容易にし、且つ、ＥＭＩ
（electromagnetic interference）の減少に有効である。液晶パネルに設けられる画素数
の増加を背景として、時分割的に駆動される複数のデータ線の数は、一層に増加されるこ
とが望まれている。
【０００３】
　液晶表示装置の駆動において広く使用されるもう一つの技術は、反転駆動である。反転
駆動とは、いわゆる焼き付き現象を防止するために、データ信号の極性を所定の空間的周
期及び時間的周期で反転する駆動方法である。反転駆動は、画素の液晶容量に印加される
電圧の直流成分を減少させ、焼き付き現象の発生を有効に防止する。
【０００４】
　反転駆動には、概略的には、コモン一定駆動法とコモン反転駆動法の２種類がある。コ
モン一定駆動法とは、画素のコモン電極（対向電極）の電位（以下、「共通電位ＶＣＯＭ

」という。）を一定に保ち、データ信号のみの極性を反転する駆動法である。一方、コモ
ン反転駆動法とは、データ信号と共通電位の両方を反転する駆動法である。コモン一定駆
動法は、コモン反転駆動法と比較してコモン電極の安定性に優れている、という利点を有
している。当業者に広く知られているように、コモン電極の安定性はフリッカの発生の抑
制の点で重要である。以下に述べられるように、本発明はコモン一定駆動法に関連してい
る。
【０００５】
　ドット反転駆動は、コモン一定駆動法の一種であり、隣接する２つの画素に反対の極性
のデータ信号を書き込む技術である。本明細書では、データ信号の極性は、共通電位ＶＣ

ＯＭ（即ち、コモン電極の電位）を基準として決定されることに留意されたい。あるデー
タ信号が共通電位ＶＣＯＭよりも高い信号レベルを有する場合、そのデータ信号の極性は
、「正」であると定義される。逆に、あるデータ信号が共通電位ＶＣＯＭよりも低い信号
レベルを有する場合、そのデータ信号の極性は、「負」であると定義される。ドット反転
駆動の利点は、正極性のデータ信号と負極性のデータ信号とを同時に液晶パネルに供給す
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ることによってコモン電極の安定性を一層に改善し、これによってフリッカの発生を一層
に抑制することができる点にある。
【０００６】
　図１Ａは、時分割駆動とドット反転駆動との両方を採用する液晶表示装置１００の典型
的な構成を示す回路図である；時分割駆動とドット反転駆動との両方を採用する液晶表示
装置は、例えば、上述の特開平１１－３２７５１８号公報に開示されている。液晶表示装
置１００は、ＬＣＤ（liquid crystal display）パネル１０１とＬＣＤドライバ１０２と
を備えている。ＬＣＤパネル１０１には、ゲート線（走査線）１１１と、データ線（信号
線）１１２と、行列に並べられた画素１１３とが設けられている。ゲート線１１１は、画
素１１３の行を選択する為に使用される。図１には、ＬＣＤパネル１０１の一部のみが図
示されており、従って、ＬＣＤパネル１０１は、図示されているより多くのゲート線１１
１、データ線１１２、画素１１３を有していると理解されなくてはならない。ゲート線１
１１ｉに接続されている画素１１３は、以下、第ｉラインの画素１１３と呼ばれることが
ある。図１Ｂに示されているように、画素１１３のそれぞれは、ＴＦＴ１１４と画素電極
１１５とを備えている。画素電極１１５はコモン電極（対向電極）１１６に対向しており
、画素電極１１５とコモン電極１１６との間に液晶容量が形成されている。図１Ｂでは、
コモン電極１１６が各画素１１３において別々に図示されているが、当業者に周知である
ように、コモン電極１１６は、単一の大きな電極である。
【０００７】
　図１Ａに戻り、ＬＣＤパネル１０１には、更に、３本のデータ線１１２あたりに一つの
入力ノード１１７が設けられている。奇数番目に位置する入力ノード１１７は、以下、奇
数入力ノード１１７Ｏと記載されることがあり、偶数番目に位置する入力ノード１１７は
、以下、偶数入力ノード１１７Ｅと記載されることがある。
【０００８】
　以下において、ある入力ノード１１７に（スイッチを介して）接続されているデータ線
１１２は、当該入力ノード１１７に「対応する」データ線１１２と記載されることがある
。図１Ａの液晶表示装置では、一の入力ノード１１７に「対応する」３本のデータ線１１
２が、時分割的に駆動される。
【０００９】
　同様に、ある入力ノード１１７に（データ線１１２を介して）接続されている画素１１
３は、当該入力ノード１１７に「対応する」画素１１３と記載されることがある。図１Ａ
の液晶表示装置では、同一のゲート線１１１に接続され、且つ、同一の入力ノード１１７
に「対応する」画素１１３が時分割的に駆動される。
【００１０】
　図１Ａに戻り、画素１１３には、赤（Ｒ）を表示するために使用される画素（Ｒ画素）
と、緑（Ｇ）を表示するために使用される画素（Ｇ画素）と、Ｂ（青）を表示するために
使用される画素（Ｂ画素）の３種類がある。奇数入力ノード１１７Ｏに対応するＲ画素は
、以下、Ｒ画素１１３Ｒ１と記載し、偶数入力ノード１１７Ｅに対応するＲ画素は、以下
、Ｒ画素１１３Ｒ２と記載することがある。同様に、奇数入力ノード１１７Ｏに対応する
Ｇ画素は、以下、Ｇ画素１１３Ｇ１と記載し、偶数入力ノード１１７Ｅに対応するＧ画素
は、以下、Ｇ画素１１３Ｇ２と記載することがある。更に、奇数入力ノード１１７Ｏに対
応するＢ画素は、以下、Ｂ画素１１３Ｂ１と記載し、偶数入力ノード１１７に対応するＢ
画素は、以下、Ｂ画素１１３Ｂ２と記載することがある。
【００１１】
　各データ線１１２に接続されている画素１１３は、同一の色に対応している。以下では
、Ｒ画素１１３Ｒ１、１１３Ｒ２に接続されているデータ線をそれぞれ、データ線１１２

Ｒ１、データ線１１２Ｒ２と記載することがある。同様に、Ｇ画素１１３Ｇ１、１１３Ｇ

２に接続されているデータ線をそれぞれ、データ線１１２Ｇ１、データ線１１２Ｇ２と記
載し、Ｂ画素１１３Ｂ１、１１３Ｂ２に接続されているデータ線をそれぞれ、データ線１
１２Ｂ１、データ線１１２Ｂ２と記載することがある。
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【００１２】
　データ線１１２Ｒ１、１１２Ｇ１、１１２Ｂ１は、それぞれ、スイッチ１１９Ｒ１、１
１９Ｇ１、１１９Ｂ１を介して対応する奇数入力ノード１１７Ｏに接続され、データ線１
１２Ｒ２、１１２Ｇ２、１１２Ｂ２は、それぞれ、スイッチ１１９Ｒ２、１１９Ｇ２、１
１９Ｂ２を介して対応する偶数入力ノード１１７Ｅに接続される。スイッチ１１９Ｒ１、
１１９Ｇ１、１１９Ｂ１、１１９Ｒ２、１１９Ｇ２、１１９Ｂ２は、ＬＣＤドライバ１０
２から供給される制御信号ＲＳＷ、ＧＳＷ、ＢＳＷに応答してオンオフする。スイッチ１
１９のうちの所望のスイッチがターンオンされることにより、所望のデータ線１１２が選
択される。
【００１３】
　液晶パネル１０１の入力ノード１１７は、それぞれ、ＬＣＤドライバ１０２の出力端子
に接続されている。各入力ノード１１７に接続されているＬＣＤドライバ１０２の出力端
子は、順に、Ｓｏｕｒｃｅ１、Ｓｏｕｒｃｅ２、・・・と記載されることがある。
【００１４】
　ＬＣＤドライバ１０２は、所望の信号レベルを有するデータ信号を、選択画素、即ち、
選択されたデータ線１１２に接続され、且つ、選択されたゲート線１１１に接続された画
素１１３に書き込む。画素１１３は、書き込まれたデータ信号の信号レベルに対応する階
調に設定される。
【００１５】
　ＬＣＤドライバ１０２が各出力端子に生成するデータ信号の極性は、ドット反転駆動及
び時分割駆動に対応するように決定される必要がある。図２に示されているように、ドッ
ト反転駆動では、水平方向及び垂直方向に隣接する２つの画素１１３に互いに異なる極性
のデータ信号が印加される；ここで水平方向とはゲート線（走査線）が延設される方向を
意味しており、垂直方向とはデータ線（信号線）が延設される方向を意味していることに
留意されたい。図２において、記号”Ｒ１”、”Ｇ１”、”Ｂ１”、”Ｒ２”、”Ｇ２”
、”Ｂ２”は、それぞれ、Ｒ画素１１３Ｒ１、Ｇ画素１１３Ｇ１、Ｂ画素１１３Ｂ１、Ｒ
画素１１３Ｒ２、Ｇ画素１１３Ｇ１、Ｂ画素１１３Ｂ２に対応していることに留意された
い。図１Ａを再度に参照して、例えば、第１ラインの画素１１２については、Ｒ画素１１
３Ｒ１、Ｂ画素１１３Ｂ１、Ｇ画素１１３Ｇ２には、正の極性のデータ信号が供給され、
Ｇ画素１１３Ｇ１、Ｒ画素１１３Ｒ２、Ｂ画素１１３Ｂ２には、負の極性のデータ信号が
供給される。図１Ａでは、第１ラインの画素１１３に印加されるデータ信号の極性が、デ
ータ線１１２に重ねられた記号”＋”、”－”によって示されている。
【００１６】
　その一方で、時分割駆動を行うために、同一の入力ノード１１７に対応する３本のデー
タ線１１２は、ある一水平期間において端から順に選択される。言い換えれば、図３に示
されているように、同一のゲート線１１１に接続されている画素１１３は、Ｒ画素、Ｇ画
素、Ｂ画素の順に駆動される。このような順番で画素１１３を駆動するためには、図４に
示されているように、制御信号ＲＳＷ、ＧＳＷ、ＢＳＷを、この順番で活性化すればよい
。
【００１７】
　画素１１３を駆動する順番、及びそれらに供給されるべきデータ極性の極性を考慮する
と、ＬＣＤドライバ１０２の出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、Ｓｏｕｒｃｅ２から順次に出力さ
れるデータ信号は、図５に示されているような極性を有している必要がある。即ち、第１
水平期間（即ち、第１ラインの画素１１３を駆動する期間）では、出力端子Ｓｏｕｒｃｅ
１からは、正の極性、負の極性、正の極性のデータ信号が順に出力され、出力端子Ｓｏｕ
ｒｃｅ２からは、負の極性、正の極性、負の極性のデータ信号が順に出力される。第２水
平期間では、出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１からは、負の極性、正の極性、負の極性のデータ信
号が順に出力される必要があり、出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２からは、正の極性、負の極性、
正の極性のデータ信号が順に出力される必要がある。
【００１８】
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　ＬＣＤドライバ１０２の出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、Ｓｏｕｒｃｅ２に生成されるデータ
信号の極性が、常に相補である、即ち、正の極性のデータ信号と負の極性のデータ信号と
が、同時に選択された画素１１３に書き込まれることに留意されたい。これは、コモン電
極の電位の変動を抑制するために重要である。
【特許文献１】特開平１１－３２７５１８号公報
【特許文献２】特開２００３－２１５５４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　このような液晶表示装置の一つの問題点は、データ信号を各データ線に分配する経路上
のノード（例えば、ＬＣＤドライバ１０２の出力端子）の電位を頻繁に反転させる必要が
あることである。例えば、図２に図示されている動作では、ＬＣＤドライバ１０２の出力
端子に生成されるデータ信号の極性を、１水平期間あたりに３回反転させる必要がある。
ＬＣＤドライバ１０２の出力端子は、相当な負荷容量を有しているため、データ信号の極
性を頻繁に反転させることは、ＬＣＤドライバ１０２の消費電力の増大を招き好ましくな
い。
【００２０】
　一方で、特開２００３－２１５５４０号公報は、時分割駆動を採用しながら、ＬＣＤド
ライバから出力される映像信号（データ信号）の極性が反転される頻度を、２水平期間あ
たりに１回に抑制するための技術を開示している。しかしながら、この公報に開示された
技術では、各画素１１２に印加される映像信号が反転される空間的周期が水平方向に２画
素である。言い換えれば、当該公報は、ドット反転駆動を実現するものではない。
【００２１】
　このように、従来技術には、時分割駆動とドット反転駆動の両方を採用するとデータ信
号を各データ線に分配する経路上のノードの電位を頻繁に反転させる必要が生じ、ＬＣＤ
ドライバの消費電力が増大する、という問題点がある。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　上記の課題を解決するために、本発明は、以下に述べられる手段を採用する。その手段
を構成する技術的事項の記述には、［特許請求の範囲］の記載と［発明を実施するための
最良の形態］の記載との対応関係を明らかにするために、［発明を実施するための最良の
形態］で使用される番号・符号が付加されている。但し、付加された番号・符号は、［特
許請求の範囲］に記載されている発明の技術的範囲を限定的に解釈するために用いてはな
らない。
【００２３】
　本発明による液晶表示装置の動作方法は、
　（Ａ）或る水平期間において、ＬＣＤパネル（２、２Ａ～２Ｅ）の或るラインの画素を
、時分割駆動により、且つ、水平方向に隣接する画素（１３）が逆の極性のデータ信号で
駆動されるように駆動するステップを具備する。
　前記（Ａ）ステップは、
　　（Ａ１）駆動手段の第１出力端子（Ｓｏｕｒｃｅ１）に第１極性を有する第１データ
信号を生成し、更に前記第１出力端子（Ｓｏｕｒｃｅ１）を前記或るラインの画素（１３
）のうちの第１画素に電気的に接続することによって前記第１画素を駆動するステップと
、
　　（Ａ２）前記第１画素の駆動に引き続いて、前記第１データ信号と同じ前記第１極性
を有する第２データ信号を前記第１出力端子（Ｓｏｕｒｃｅ１）に生成し、更に前記第１
出力端子（Ｓｏｕｒｃｅ１）を前記或るラインの前記画素のうちの第２画素に電気的に接
続することによって前記第２画素を駆動するステップ
とを具備する。
【００２４】
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　このような液晶表示装置の動作方法によれば、第１画素が駆動された後、第２画素を駆
動する際に、駆動手段の第１出力端子（Ｓｏｕｒｃｅ１）の電位を反転する必要がなくな
る。従って、当該液晶表示装置の消費電力を有効に低減させることができる
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、時分割駆動とドット反転駆動の両方を採用する液晶表示装置について
データ信号を各データ線に分配する経路上のノードの電位を反転させる回数を減少させ、
これにより、当該液晶表示装置の消費電力を低減させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
第１の実施形態：
（第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成）
　図６は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である。
第１の実施形態に係る液晶表示装置は、ＬＣＤパネル１とＬＣＤドライバ２とを備えてい
る。
【００２７】
　ＬＣＤパネル１の構成は、図１Ａに図示されたＬＣＤパネル１０１と同様である。ＬＣ
Ｄパネル１は、ゲート線１１と、データ線１２と、行列に並べられた画素１３とが設けら
れている。各画素１３の構成は、図１Ｂに示されているとおりである。ＬＣＤパネル１に
は、３本のデータ線１２あたりに一つの入力ノード１７が設けられている。
【００２８】
　図６に戻り、画素１３には、赤（Ｒ）を表示するために使用されるＲ画素１３Ｒ１、１
３Ｒ２と、緑（Ｇ）を表示するために使用されるＧ画素１３Ｇ１、１３Ｇ２と、Ｂ（青）
を表示するために使用されるＢ画素１３Ｂ１、１３Ｂ２の３種類がある。ここで、Ｒ画素
１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ１は、それぞれ、奇数入力ノード１７Ｏに対応
するＲ画素、Ｇ画素、Ｂ画素であり、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ２

は、それぞれ、偶数入力ノード１７Ｅに対応するＲ画素、Ｇ画素、Ｂ画素である。
【００２９】
　各データ線１２に接続されている画素１３は、同一の色に対応している。以下では、Ｒ
画素１３Ｒ１、１３Ｒ２に接続されているデータ線は、それぞれ、データ線１２Ｒ１、デ
ータ線１２Ｒ２と記載することがある。同様に、Ｇ画素１３Ｇ１、１３Ｇ２に接続されて
いるデータ線をそれぞれ、データ線１２Ｇ１、データ線１２Ｇ２と記載し、Ｂ画素１３Ｂ

１、１３Ｂ２に接続されているデータ線をそれぞれ、データ線１２Ｂ１、データ線１２Ｂ

２と記載することがある。
【００３０】
　データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１は、それぞれ、スイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１、
１９Ｂ１を介して対応する奇数入力ノード１７Ｏに接続され、データ線１２Ｒ２、１２Ｇ

２、１２Ｂ２は、それぞれ、スイッチ１９Ｒ２、１９Ｇ２、１９Ｂ２を介して対応する偶
数入力ノード１１７Ｅに接続される。これらのスイッチ１９は、ＬＣＤドライバ２から供
給される制御信号ＲＳＷ、ＧＳＷ、ＢＳＷに応答してオンオフする。具体的には、スイッ
チ１９Ｒ１、１９Ｒ２は、制御信号ＲＳＷに応答して動作し、スイッチ１９Ｇ１、１９Ｇ

２は、制御信号ＧＳＷに応答して動作し、スイッチ１９Ｂ１、１９Ｂ２は、制御信号ＢＳ
Ｗに応答して動作する。スイッチ１９のうちの所望のスイッチがターンオンされることに
より、所望のデータ線１２が選択される。
【００３１】
　液晶パネル１の入力ノード１７は、それぞれ、ＬＣＤドライバ２の出力端子に接続され
ている。各入力ノード１７に接続されているＬＣＤドライバ２の出力端子は、順に、Ｓｏ
ｕｒｃｅ１、Ｓｏｕｒｃｅ２、・・・と記載されることがある。また、奇数番目の出力端
子Ｓｏｕｒｃｅ１、Ｓｏｕｒｃｅ３、・・・は、奇数出力端子と呼ばれることがあり、偶
数番目の出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、Ｓｏｕｒｃｅ４、・・・は、偶数出力端子と呼ばれる
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ことがある。
【００３２】
　図７は、ＬＣＤドライバ２の構成を示すブロック図である。液晶ドライバ２は、データ
制御回路２１と、階調生成回路２２と、正極性ドライバ部２３と、負極性ドライバ部２４
と、極性切り替えスイッチ群２５と、セレクタ制御回路２６と、極性切り替えスイッチ制
御回路２７と、ＲＧＢスイッチ制御回路２８と、タイミングコントロール回路２９とを備
えている。
【００３３】
　データ制御回路２１は、各画素１３の画素データを、画素１３に供給されるべきデータ
信号の極性に応じて正極性ドライバ部２３又は負極性ドライバ部２４に転送する回路であ
る。データ制御回路２１には、選択されたラインの画素１３の階調を示す画素データが供
給される。データ制御回路２１は、供給された画素データのうち、正の極性のデータ信号
で駆動されるべき画素の画素データを正極側駆動回路２３に、負の極性のデータ信号で駆
動されるべき画素の画素データを負極側駆動回路２４に転送する。
【００３４】
　階調生成回路２２は、画素がとり得る全ての階調レベルに対応する階調電圧を、正極性
ドライバ部２３と負極性ドライバ部２４とに供給する回路である。階調電圧生成回路２２
は、極性が正である階調電圧を正極性ドライバ部２３に供給し、極性が負である階調電圧
を負極性ドライバ部２４に供給する。階調電圧生成回路２２が正極性ドライバ部２３に供
給する階調電圧の数、及び、階調電圧生成回路２２が負極性ドライバ部２４に供給する階
調電圧の数は、いずれも、画素がとり得る階調レベルの数と同数である。画素がとり得る
階調レベルの数が６４である場合、階調電圧生成回路２２は、互いに異なる６４の正極性
の階調電圧を正極性ドライバ部２３に供給し、互いに異なる６４の負極性の階調電圧を負
極性ドライバ部２４に供給する。
【００３５】
　正極性ドライバ部２３は、それに供給される画素データに応答して正極性のデータ信号
を生成する回路系であり、負極性ドライバ部２４は、それに供給される画素データに応答
して負極性のデータ信号を生成する回路系である。正極性ドライバ部２３及び負極性ドラ
イバ部２４は、ＬＣＤドライバ２の２つの出力端子あたりに、（即ち、ＬＣＤパネル１の
２つの入力ノード１７あたりに）一つずつ設けられている。一の水平期間において一の入
力ノード１７に対応するデータ線１２が逐次に選択されることに対応して、正極性ドライ
バ部２３、負極性ドライバ部２４のそれぞれは、一の水平期間において３つの画素１３を
駆動する。正極性ドライバ部２３は、階調生成回路２２から供給される正の階調電圧を使
用して正極性のデータ信号を生成し、負極性ドライバ部２４は、階調生成回路２２から供
給される負の階調電圧を使用して負極性のデータ信号を生成する。
【００３６】
　詳細には、正極性ドライバ部２３は、ラッチ回路２３ａと、データセレクタ回路２３ｂ
と、Ｄ／Ａコンバータ２３ｃと、駆動回路２３ｄとを備えている。ラッチ回路２３ａは、
データ制御回路２１から受け取った画素データをラッチしてデータセレクタ回路２３ｂに
出力する。一の水平期間で正極性ドライバ部２３が３つの画素１３を駆動することに対応
して、正極性ドライバ部２３には、３つのラッチ回路２３ａが設けられている。
【００３７】
　データセレクタ回路２３ｂは、３つのラッチ回路２３ａのうちから、次に駆動されるべ
き画素１３に対応するラッチ回路２３ａを選択し、画素データを選択されたラッチ回路２
３ａからＤ／Ａコンバータ２３ｃに転送する。
【００３８】
　Ｄ／Ａコンバータ２３ｃは、選択されたラッチ回路２３ａからデータセレクタ回路２３
ｂを介して画素データに対してＤ／Ａ変換を行い、画素データに対応する階調電圧を出力
する。より具体的には、Ｄ／Ａコンバータ２３ｃは、選択されたラッチ回路２３ａから受
け取った画素データに応答して階調生成回路２２から供給される正の階調電圧のうちの一
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を選択し、選択した階調電圧を正極性駆動回路２３ｄに供給する。
【００３９】
　正極性駆動回路２３ｄは、画素データに対応するデータ信号を生成するための回路であ
る；正極側駆動回路２３ｄは、ボルテージフォロアとして機能し、Ｄ／Ａコンバータ２３
ｃから供給された階調電圧に対応する信号レベルを有するデータ信号に出力する。正極側
駆動回路２３ｄとしては、典型的にはオペアンプが使用される。
【００４０】
　データセレクタ回路２３ｂとＤ／Ａコンバータ２３ｃの間に、レベルシフタが挿入され
る場合がある。これは、コモン一定駆動法が採用される本実施の形態では、Ｄ／Ａコンバ
ータ２３ｃに高い階調電圧が印加され得るためである。レベルシフタは、データセレクタ
２３ｂが出力する信号の電圧レベルと、Ｄ／Ａコンバータ２３ｃが取り扱う信号の電圧レ
ベルとの整合を取るために使用される。
【００４１】
　階調生成回路２２から受け取る階調電圧及び、生成すべきデータ信号の極性が異なるこ
とを除けば、負極性ドライバ部２４は、正極性ドライバ部２３と同様の構成を有し、同様
の動作を行う。負極側ドライバ部２４は、ラッチ回路２４ａと、データセレクタ回路２４
ｂと、Ｄ／Ａコンバータ２４ｃと、負極側駆動回路２４ｄとを備えている。ラッチ回路２
４ａと、データセレクタ回路２４ｂと、Ｄ／Ａコンバータ２４ｃと、負極側駆動回路２４
ｄは、それぞれ、ラッチ回路２３ａと、データセレクタ回路２３ｂと、Ｄ／Ａコンバータ
２３ｃと、正極性駆動回路２３ｄに対応する機能を有している。
【００４２】
　極性切り替えスイッチ群２５は、正極側ドライバ部２３及び負極側ドライバ部２４の出
力を、所望の出力端子に接続する回路である。例えば、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３
・・・に正の極性のデータ信号を、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４・・・に負の極性の
データ信号を出力すべき場合には、正極側ドライバ部２３の出力が奇数出力端子Ｓｏｕｒ
ｃｅ１、３・・・に接続され、対応する負極性ドライバ部２４の出力が出力端子Ｓｏｕｒ
ｃｅ２、４・・・に接続される。
【００４３】
　セレクタ制御回路２６は、ラッチ回路２３ａ、２４ａに保持されている画素データのう
ちの所望の画素データがＤ／Ａコンバータ２３ｃ、２４ｃに転送されるように、データセ
レクタ回路２３ｂ、２４ｂを制御する。
【００４４】
　極性切り替えスイッチ制御回路２７は、極性信号ＰＯＬに応答して、極性切り替えスイ
ッチ群２５の接続関係を指示する回路である。極性切り替えスイッチ制御回路２６は、極
性信号ＰＯＬがアクティブであるとき（即ち、Ｈｉｇｈレベルであるとき）、正極性ドラ
イバ部２３を奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・に接続し、且つ、負極性ドライバ
部２４を偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・に接続する。一方、極性信号ＰＯＬが
アクティブでないとき（即ち、Ｌｏｗレベルであるとき）、極性切り替えスイッチ制御回
路２６は、正極性ドライバ部２３を偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・に接続し、
負極性ドライバ部２４を奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・に接続する。
【００４５】
　ＲＧＢスイッチ制御回路２８は、ＬＣＤパネル１に設けられているスイッチ１９を制御
する制御信号ＲＳＷ、ＧＳＷ、ＢＳＷを生成する回路である。
【００４６】
　タイミングコントロール回路２９は、データ制御回路２１、セレクタ制御回路２６、極
性切り替えスイッチ制御回路２７、及びＲＧＢスイッチ制御回路２８の動作タイミングを
制御する。
【００４７】
（第１の実施形態に係る液晶表示装置の動作）
　第１の実施形態の液晶表示装置の一つの特徴は、ＬＣＤドライバ２の各出力端子から同
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一の極性のデータ信号が連続して出力されるように、データ線１２を選択する順番、即ち
、画素１３にデータ信号を書き込む書き込み順番が決定されていることにある。このよう
な動作は、ＬＣＤドライバ２の出力端子に生成されるデータ信号の極性が反転される回数
を減少させ、ＬＣＤドライバ２の消費電力を有効に低減させる。
【００４８】
　具体的には、図８に示されているように、第１水平期間においてＬＣＤドライバ２は、
奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１に供給さ
れる正極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｇ画素１３Ｇ１に供給される負極性の
データ信号を出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、Ｌ
ＣＤドライバ２は、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ２に供給される負極性のデータ信号を
逐次に出力し、その後、Ｇ画素１３Ｇ２に供給される正極性のデータ信号を出力する。第
１水平期間では、ＬＣＤドライバ２の各出力端子の電位は、Ｇ画素１３Ｇ１、１３Ｇ２へ
の書き込みのときにのみ反転されることに留意されたい。
【００４９】
　第２水平期間では、極性が反転された上で同様の順番でデータ信号が出力される；即ち
、第２水平期間では、ＬＣＤドライバ２は、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・か
らＲ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力し、そ
の後、Ｇ画素１３Ｇ１に供給される正極性のデータ信号を出力する。更に、ＬＣＤドライ
バ２は、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ２

に供給される正極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｇ画素１３Ｇ２に供給される
負極性のデータ信号を出力する。第２水平期間も、ＬＣＤドライバ２の各出力端子の電位
は、Ｇ画素１３Ｇ１、１３Ｇ２への書き込みのときにのみ反転されることに留意されたい
。
【００５０】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【００５１】
　このような手順によれば、いずれの水平期間においても、ＬＣＤドライバ２の各出力端
子に生成されるデータ信号の極性は、一度しか反転されない。これは、ＬＣＤドライバ２
の消費電力を有効に低減させる。
【００５２】
　加えて、このような動作は、図９から理解されるように、隣接する画素１３に逆の極性
のデータ信号を書き込む、即ち、ドット反転駆動を実現するものである。図１０は、図１
０の手順に従って画素１３が駆動されたときの、画素１３の書き込み順番及び、各画素１
３に書き込まれたデータ信号の極性を示している。第１ラインの画素１３については、奇
数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２に正極性のデータ信号が、偶数番目
に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２に負極性のデータ信号が書き込まれる。一
方、第２ラインの画素１３については、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１
３Ｇ２に負極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２

に正極性のデータ信号が書き込まれる。このように、水平方向、垂直方向のいずれについ
ても、隣接する画素１３に書き込まれるデータ信号の極性は逆である。
【００５３】
　図９に示されている画素１３の書き込み順番が、画素１３の空間的な配置の順番と相違
していることに留意されたい。即ち、ＬＣＤパネル１には、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３

Ｇ１及びＢ画素１３Ｂ１が、左から順に配置されているのに対し、書き込み順番は、Ｒ画
素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｇ画素１３Ｇ１の順である。発明者の一つの発見は、画素
１３の書き込み順番と画素１３の空間的な配置とを相違させることにより、ドット反転駆
動を採用する液晶表示装置１０において、ＬＣＤドライバ１の出力端子に生成されるデー
タ信号の極性を反転させる回数を少なくできる、ということにある。
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【００５４】
　より具体的には、画素１３へのデータ信号の書き込みは、下記のような手順で行われる
。
図１０を参照して、水平同期信号Ｈｓｙｎｃが活性化されて第１水平期間が開始されると
、ゲート線１１１が活性化され、第１ラインの画素１３が選択される。第１水平期間の開
始時には、極性信号ＰＯＬが活性化され、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・が正
極性ドライバ部２３に、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・が負極性ドライバ部２
４に接続されている。言い換えれば、ＬＣＤドライバ２は、正極性のデータ信号を奇数出
力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から出力し、負極性のデータ信号を偶数出力端子Ｓｏ
ｕｒｃｅ２、４、・・・から出力するように設定されている。
【００５５】
　続いて、ＬＣＤドライバ２は、図８に示されているように、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ
１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号を
逐次に出力し、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１
３Ｂ２に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力する。更にＬＣＤドライバ２は、図
１０に示されているように、Ｒ画素１３Ｒ１、１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ１、１３Ｂ２のデ
ータ信号の出力と同期して制御信号ＲＳＷ、制御信号ＢＳＷを逐次に活性化する。これに
より、データ線１２Ｒ１、１２Ｂ１が逐次に選択され、選択されたデータ線１２Ｒ１、１
２Ｂ１を介してＲ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１への正極性のデータ信号の書き込みが行
われる。加えて、データ線１２Ｒ２、１２Ｂ２が逐次に選択され、選択されたデータ線１
２Ｒ２、１２Ｂ２を介してＲ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ２への負極性のデータ信号の書
き込みが行われる。
【００５６】
　Ｂ画素１３Ｂ１、１３Ｂ２へのデータ信号の書き込みが終了すると、極性信号ＰＯＬが
反転され、極性切り替えスイッチ群２５の接続関係が切り替えられる。これにより、奇数
出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３が負極性ドライバ部２４に接続され、偶数出力端子Ｓｏｕｒ
ｃｅ２、４、・・・が正極性ドライバ部２３に接続される。
【００５７】
　続いて、ＬＣＤドライバ２は、図８に示されているように、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ
１、３、・・・からＧ画素１３Ｇ１に供給される負極性のデータ信号を出力し、偶数出力
端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＧ画素１３Ｇ２に供給される正極性のデータ信号を
出力する。更にＬＣＤドライバ２は、図１０に示されているように、Ｇ画素１３Ｇ１、１
３Ｇ２のデータ信号の出力と同期して、制御信号ＧＳＷを活性化し、これにより、データ
線１２Ｇ１、１２Ｇ２が選択される。データ線１２Ｇ１を介して、Ｇ画素１３Ｇ１への負
極性のデータ信号の書き込みが行われ、データ線１２Ｇ２を介して、Ｇ画素１３Ｇ２への
正極性のデータ信号の書き込みが行われる。これで第１水平期間におけるデータ信号の書
き込みが完了する。第１水平期間では、ＬＣＤドライバ２の各出力端子の電位は、Ｇ画素
１３Ｇ１、１３Ｇ２への書き込みのときにのみ反転されることに留意されたい。
【００５８】
　第２水平期間では、データ信号の極性が反転された上で同様の手順が行われる。図１０
を参照して、水平同期信号Ｈｓｙｎｃが活性化されて第２水平期間が開始されると、ゲー
ト線１１２が活性化され、第２ラインの画素１３が選択される。
【００５９】
　続いて、ＬＣＤドライバ２は、図８に示されているように、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ
１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される負極性のデータ信号を
逐次に出力し、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１
３Ｂ２に供給される正極性のデータ信号を逐次に出力する。更にＬＣＤドライバ２は、図
１０に示されているように、制御信号ＲＳＷ、制御信号ＢＳＷを逐次に活性化する。これ
により、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１への負極性のデータ信号の書き込みが逐次に行
われ、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ２への正極性のデータ信号の書き込みが逐次に行わ
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れる。
【００６０】
　Ｂ画素１３Ｂ１、１３Ｂ２へのデータ信号の書き込みが終了すると、極性信号ＰＯＬが
反転され、極性切り替えスイッチ群２５の接続関係が切り替えられる。これにより、奇数
出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３が正極性ドライバ部２３に接続され、偶数出力端子Ｓｏｕｒ
ｃｅ２、４、・・・が負極性ドライバ部２４に接続される。
【００６１】
　続いて、ＬＣＤドライバ２は、図８に示されているように、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ
１、３、・・・からＧ画素１３Ｇ１に供給される正極性のデータ信号を出力し、偶数出力
端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＧ画素１３Ｇ２に供給される負極性のデータ信号を
出力する。更にＬＣＤドライバ２は、図１０に示されているように、Ｇ画素１３Ｇ１、１
３Ｇ２のデータ信号の出力と同期して制御信号ＧＳＷを活性化する。これにより、Ｇ画素
１３Ｇ１への正極性のデータ信号の書き込みが行われ、Ｇ画素１３Ｇ２への負極性のデー
タ信号の書き込みが行われる。これで第２水平期間におけるデータ信号の書き込みが完了
する。第２水平期間でも、ＬＣＤドライバ２の各出力端子の電位は、Ｇ画素１３Ｇ１、１
３Ｇ２への書き込みのときにのみ反転されることに留意されたい。
【００６２】
　以上に説明されているように、本実施形態の液晶表示装置１０は、ＬＣＤドライバ２の
出力端子においてデータ信号の極性が反転される回数を減少させ、これにより、ＬＣＤド
ライバ２の消費電力を有効に低減することができる。
【００６３】
　図１１は、更に好適な液晶表示装置の動作を示す図である。図１１に示されている動作
は、時分割駆動とドット反転駆動の両方を採用する液晶表示装置の一つの問題、即ち、隣
接するデータ線１２の間の容量カップリングの影響による画素１３に保持される書き込み
電圧の変動に対処するためのものである。以下では、まず、容量カップリングの影響によ
る画素１３に保持される書き込み電圧の変動について説明する。
【００６４】
　時分割駆動が採用される場合には、各データ線１２は、データ信号の画素１３への書き
込みの後、対応する入力ノード１７から切り離される。選択されたゲート線１１は、それ
に接続されている全ての画素１３の書き込みが終了するまで、活性化されたままであるか
ら、データ線１２の電位は、データ信号の画素１３の書き込みの後も、全ての画素１３の
書き込みが終了するまでそのままで維持されなくてはならない；そうでなければ、画素１
３の液晶容量には所望の電圧が維持されない。
【００６５】
　一方で、ドット反転駆動では、隣接するデータ線１２に、異なる極性のデータ信号が供
給される。これは、隣接するデータ線１２の間の容量カップリングにより、データ線１２
の電位が変動し得ることを意味している。データ線１２の電位の変動は、画素１３に保持
される書き込み電圧を不所望に変動させる。
【００６６】
　図１１に図示されている動作は、このような問題に有効に対処するためのものである。
具体的には、Ｇ画素及びＢ画素にデータ信号を書き込んだ後で、再度にＲ画素、Ｂ画素、
Ｇ画素に順次にデータ信号が書き込まれる。このような書き込み順番での画素１３への書
き込みは、図１２に示されているように、制御信号ＧＳＷ、ＢＳＷをこの順序で活性化し
た後、制御信号ＲＳＷ、ＢＳＷ、ＧＳＷをこの順序で活性化することによって達成可能で
ある。Ｇ画素及びＢ画素には２回、同一の信号レベルのデータ信号が書き込まれる一方で
、Ｒ画素には１回しかデータ信号が書き込まれないことに留意されたい。
【００６７】
　図１１の動作による、隣接するデータ線１２の間の容量カップリングの影響の抑制は、
以下に述べられる原理によるものである。図６を参照して最初にＧ画素にデータ信号が書
き込まれた後にＢ画素にデータ信号を書き込むと、Ｇ画素に接続されたデータ線１２の電
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位が容量カップリングによって多少変動する。同様に、Ｂ画素にデータ信号が書き込まれ
た後に、Ｒ画素にデータ信号を書き込むと、同様に、Ｂ画素に接続されたデータ線１２の
電位が容量カップリングによって多少変動する。
【００６８】
　しかし、Ｒ画素にデータ信号が書き込まれた後に、再度にＢ画素にデータ信号を書き込
むことにより、Ｒ画素に接続されたデータ線１２の電位をほとんど変動させずに、Ｂ画素
に接続されたデータ線１２を所望の電位に駆動することができる。これは、先に行われた
Ｂ画素へのデータ信号の書き込みにより、Ｂ画素に接続されたデータ線１２には所望の電
位に近い電位が与えられているためである。Ｂ画素へのデータ信号の再度の書き込みによ
るＢ画素に接続されたデータ線１２の電位の変動は小さいから、（それに隣接する）Ｒ画
素に接続されたデータ線１２の電位の変動も小さい。
【００６９】
　同様に、２回目にＢ画素にデータ信号が書き込まれた後に、再度にＧ画素にデータ信号
を書き込むことにより、Ｂ画素に接続されたデータ線１２の電位をほとんど変動させずに
、Ｂ画素に接続されたデータ線１２を所望の電位に駆動することができる。
【００７０】
　Ｒ画素にはデータ信号を２回書き込む必要がないことに留意されたい。これは、Ｒ画素
へのデータ信号の書き込みの後は、データ線１２の電位を大きく変動させるような書き込
み動作が行われないからである。
【００７１】
　図１１に図示されている動作においても、ＬＣＤドライバ２の出力端子に生成されるデ
ータ信号の極性を反転させる回数が少なくなるように画素１３の書き込み順番が決定され
ていることに留意されたい。より具体的には、第１水平期間が開始されると、奇数出力端
子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・には、まず、Ｇ画素１３Ｇ１に書き込まれる負極性のデー
タ信号が生成される。続いて、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｒ画素１３Ｒ１に書き込まれる正極性の
データ信号が生成される。更に、Ｂ画素１３Ｂ１に再度に書き込まれる正極性のデータ信
号が生成される。最後に、Ｇ画素１３Ｇ１に再度に書き込まれる負極性のデータ信号が生
成される。第１水平期間に続く第２水平期間では、まず、Ｇ画素１３Ｇ１に書き込まれる
正極性のデータ信号が生成される。続いて、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｒ画素１３Ｒ１に書き込ま
れる負極性のデータ信号が生成される。更に、Ｂ画素１３Ｂ１に再度に書き込まれる負極
性のデータ信号が生成される。最後に、Ｇ画素１３Ｇ１に再度に書き込まれる正極性のデ
ータ信号が生成される。このような動作によれば、各水平期間において、データ信号の書
き込みが５回行われるにも関らず、出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・に生成されたデ
ータ信号の極性が反転される回数は３回である。
【００７２】
　偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４・・・についても同様である。第１水平期間が開始さ
れると、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・には、まず、Ｇ画素１３Ｇ２に書き込
まれる正極性のデータ信号が生成される。続いて、Ｂ画素１３Ｂ２、Ｒ画素１３Ｒ２に書
き込まれる負極性のデータ信号が生成される。更に、Ｂ画素１３Ｂ２に再度に書き込まれ
る負極性のデータ信号が生成される。最後に、Ｇ画素１３Ｇ２に再度に書き込まれる正極
性のデータ信号が生成される。第１水平期間に続く第２水平期間では、まず、Ｇ画素１３

Ｇ２に書き込まれる負極性のデータ信号が生成される。続いて、Ｂ画素１３Ｂ２、Ｒ画素
１３Ｒ２に書き込まれる正極性のデータ信号が生成される。更に、Ｂ画素１３Ｂ２に再度
に書き込まれる正極性のデータ信号が生成される。最後に、Ｇ画素１３Ｇ２に再度に書き
込まれる負極性のデータ信号が生成される。このような動作によれば、第１水平期間、第
２水平期間のいずれの水平期間においても、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４・・・に生
成されたデータ信号の極性が反転される回数は３回である。
【００７３】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
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間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【００７４】
　以上に説明されているように、図１１に示されている動作によれば、ＬＣＤドライバ２
の出力端子に生成されるデータ信号の極性を反転させる回数を抑制しながら、隣接するデ
ータ線１２の間の容量カップリングによるデータ線１２の電位の変動を抑制できる。
【００７５】
第２の実施形態：
　図１３は、本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す回路図である。第
２の実施形態に係る液晶表示装置では、第１の実施形態におけるＬＣＤパネル１に搭載さ
れたスイッチ１９と、ＬＣＤドライバ２の極性切り換えスイッチ回路群２５の両方の機能
が、ＬＣＤドライバ２Ａに搭載されたデータ線選択／極性切り換え回路群２５Ａによって
実現されている。データ線選択／極性切り換え回路群２５Ａは、データ線１２を逐次に選
択する機能とともに、選択されたデータ線１２を正極性ドライバ部２３、負極性ドライバ
部２４のうちの所望のドライバ部の出力に接続する機能を有している。
【００７６】
　詳細には、データ線選択／極性切り換え回路群２５Ａは、ストレートスイッチ１９とク
ロススイッチ２０を備えている。ストレートスイッチ１９は、正極性ドライバ部２３を奇
数入力ノード１７Ｏを介してデータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１に接続し、負極性ド
ライバ部２４を偶数入力ノード１７Ｅを介してデータ線１２Ｒ２、１２Ｇ２、１２Ｂ２に
接続するためのものである。ストレートスイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１、１９Ｂ１は、奇数
入力ノード１７Ｏとデータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１の間に接続され、ストレート
スイッチ１９Ｒ２、１９Ｇ２、１９Ｂ２は、偶数入力ノード１７Ｅとデータ線１２Ｒ２、
１２Ｇ２、１２Ｂ２の間に接続されている。ストレートスイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１、１
９Ｂ１、１９Ｒ２、１９Ｇ２、１９Ｂ２は、それぞれ、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、Ｂ
ＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２に応答して動作する。
【００７７】
　一方、クロススイッチ２０は、正極性ドライバ部２３を偶数入力ノード１７Ｅに対応す
るデータ線１２Ｒ２、１２Ｇ２、１２Ｂ２に接続し、負極性ドライバ部２４を奇数入力ノ
ード１７Ｏに対応するデータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１に接続するためのものであ
る。クロススイッチ２０Ｒ１、２０Ｇ１、２０Ｂ１は、奇数入力ノード１７Ｏとデータ線
１２Ｒ２、１２Ｇ２、１２Ｂ２の間に接続され、クロススイッチ２０Ｒ２、２０Ｇ２、２
０Ｂ２は、偶数入力ノード１７Ｏとデータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１の間に接続さ
れている。クロススイッチ２０Ｒ１、２０Ｇ１、２０Ｂ１、２０Ｒ２、２０Ｇ２、２０Ｂ

２は、それぞれ、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ
２に応答して動作する。
【００７８】
　データ線選択／極性切り換え回路群２５Ａの入力ノード１７は、正極性ドライバ部２３
、負極性ドライバ部２４の出力端子にそれぞれに接続されている。第１の実施形態とは異
なり、本実施形態では、正極性ドライバ部２３、負極性ドライバ部２４の出力端子が、順
に、Ｓｏｕｒｃｅ１、Ｓｏｕｒｃｅ２、・・・と記載されることに留意されたい。
【００７９】
　図１４は、ＬＣＤドライバ２Ａのうち、データ線選択／極性切り換え回路群２５Ａ以外
の部分の構成を示す図である。ＬＣＤドライバ２Ａは、下記３つの点：ＲＧＢスイッチ制
御回路２８が６つの制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳ
Ｗ２を生成する点、極性切り替えスイッチ群２５の代わりにデータ線選択／極性切り換え
回路群２５Ａが搭載されている点、及び、極性切り替えスイッチ群２５を制御する極性切
り替えスイッチ制御回路２７を具備しない点を除けば、図７のＬＣＤドライバ２と同様の
構成を有している。
【００８０】
　第２の実施形態の液晶表示装置の一つの特徴は、上述されたデータ線選択／極性切り換
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え回路群２５Ａの機能によってデータ信号を分配する経路上のノードの電位を反転させる
必要がない点である。データ線選択／極性切り換え回路群２５Ａは、奇数入力ノード１７

Ｏ、及び偶数入力ノード１７Ｅをデータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１、１２Ｒ２、１
２Ｇ２、１２Ｂ２のいずれにも接続する機能を有しているため、奇数入力ノード１７Ｏ、
及び偶数入力ノード１７Ｅを、それぞれ正極性ドライバ部２３、負極性ドライバ部２４に
直接に接続することが可能である；図７に示されているように、奇数入力ノード１７Ｏ、
及び偶数入力ノード１７Ｅと、正極性ドライバ部２３及び負極性ドライバ部２４の間の接
続関係を切り替える必要がない。従って、奇数入力ノード１７Ｏ、及び偶数入力ノード１
７Ｅの電位を反転させる必要がない。以下では、このように構成された第２の実施形態の
液晶表示装置の動作を詳細に説明する。
【００８１】
　具体的には、図１５を参照して、第１水平期間では、ゲート線１１１が活性化されて第
１ラインの画素１３が選択される。更に、ＬＣＤドライバ２の正極性ドライバ部２３は、
奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素
１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号を逐次に出力する。更に負極性ドライバ部２４
は、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ
画素１３Ｂ２に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力する。
【００８２】
　これらのデータ信号の供給と同期して、図１６に示されているように、制御信号ＲＳＷ
１、ＧＳＷ２、ＢＳＷ１が順次に活性化される。制御信号ＲＳＷ１が活性化されると、ス
トレートスイッチ１９Ｒ１、１９Ｒ２がターンオンされ、データ線１２Ｒ１が奇数入力ノ
ード１７Ｏに、データ線１２Ｒ２が偶数入力ノード１７Ｅに接続される。これにより、正
極性ドライバ部２３によって生成された正極性のデータ信号がデータ線１２Ｒ１を介して
Ｒ画素１３Ｒ１に書き込まれ、負極性ドライバ部２４によって生成された負極性のデータ
信号がデータ線１２Ｒ２を介してＲ画素１３Ｒ２に書き込まれる。
【００８３】
　続いて制御信号ＧＳＷ２が活性化されると、クロススイッチ２０Ｇ１、２０Ｇ２がター
ンオンされ、データ線１２Ｇ２が奇数入力ノード１７Ｏに、データ線１２Ｇ１が偶数入力
ノード１７Ｅに接続される。これにより、正極性ドライバ部２３によって生成された正極
性のデータ信号がデータ線１２Ｇ２を介してＧ画素１３Ｒ２に書き込まれ、負極性ドライ
バ部２４によって生成された負極性のデータ信号がデータ線１２Ｇ１を介してＧ画素１３

Ｇ１に書き込まれる。
【００８４】
　更に続いて制御信号ＢＳＷ１が活性化されると、ストレートスイッチ１９Ｂ１、１９Ｂ

２がターンオンされ、データ線１２Ｂ１が奇数入力ノード１７Ｏに、データ線１２Ｂ２が
偶数入力ノード１７Ｅに接続される。これにより、正極性ドライバ部２３によって生成さ
れた正極性のデータ信号がデータ線１２Ｂ１を介してＢ画素１３Ｂ１に書き込まれ、負極
性ドライバ部２４によって生成された負極性のデータ信号がデータ線１２Ｂ２を介してＢ
画素１３Ｂ２に書き込まれる。
【００８５】
　図１５を再度に参照して、第１水平期間に続く第２水平期間では、ゲート線１１２が活
性化されて第２ラインの画素１３が選択される。更に、ＬＣＤドライバ２の正極性ドライ
バ部２３は、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３

Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２に供給される正極性のデータ信号を逐次に出力する。更に負極性ド
ライバ部２４は、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｇ画素
１３Ｂ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力する。
【００８６】
　これらのデータ信号の供給と同期して、図１６に示されているように、制御信号ＲＳＷ
２、ＧＳＷ１、ＢＳＷ２が順次に活性化される。制御信号ＲＳＷ２が活性化されると、ク
ロススイッチ２０Ｒ１、２０Ｒ２がターンオンされ、データ線１２Ｒ２が奇数入力ノード
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１７Ｏに、データ線１２Ｒ１が偶数入力ノード１７Ｅに接続される。これにより、正極性
ドライバ部２３によって生成された正極性のデータ信号がデータ線１２Ｒ２を介してＲ画
素１３Ｒ２に書き込まれ、負極性ドライバ部２４によって生成された負極性のデータ信号
がデータ線１２Ｒ１を介してＲ画素１３Ｒ１に書き込まれる。
【００８７】
　続いて制御信号ＧＳＷ１が活性化されると、ストレートスイッチ１９Ｇ１、１９Ｇ２が
ターンオンされ、データ線１２Ｇ１が奇数入力ノード１７Ｏに、データ線１２Ｇ２が偶数
入力ノード１７Ｅに接続される。これにより、正極性ドライバ部２３によって生成された
正極性のデータ信号がデータ線１２Ｇ１を介してＧ画素１３Ｒ１に書き込まれ、負極性ド
ライバ部２４によって生成された負極性のデータ信号がデータ線１２Ｇ２を介してＧ画素
１３Ｇ２に書き込まれる。
【００８８】
　更に続いて制御信号ＢＳＷ２が活性化されると、クロススイッチ２０Ｂ１、２０Ｂ２が
ターンオンされ、データ線１２Ｂ２が奇数入力ノード１７Ｏに、データ線１２Ｂ１が偶数
入力ノード１７Ｅに接続される。これにより、正極性ドライバ部２３によって生成された
正極性のデータ信号がデータ線１２Ｂ２を介してＢ画素１３Ｂ２に書き込まれ、負極性ド
ライバ部２４によって生成された負極性のデータ信号がデータ線１２Ｂ１を介してＢ画素
１３Ｂ１に書き込まれる。
【００８９】
　このような動作によれば、データ信号を分配する経路上の奇数入力ノード１７Ｏ、及び
偶数入力ノード１７Ｅの電位を反転する必要がなくなり、ＬＣＤドライバ２の消費電力を
更に低減することができる。
【００９０】
第３の実施形態：
　図１８は、本発明の第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示すブロック図である
。第３の実施形態の係る液晶表示装置は、１つの入力ノードあたりに６本のデータ線が用
意されている；即ち、一つの水平期間において６本のデータ線が時分割的に駆動される。
【００９１】
　留意すべきことは、公知技術によれば、隣接する画素に逆の極性のデータ信号を書き込
むドット反転駆動と、一水平期間に偶数本のデータ線を順次に駆動する時分割駆動方式と
、は両立しないと考えられていることである。このことは、特開平１１－３２７５１８号
公報にも開示されている（要約参照）。図１８を参照して、従来から行われているように
、１つの入力ノード１７に接続されているデータ線１２を左端から順に駆動すると、奇数
入力ノード１７Ｏ及び偶数入力ノード１７Ｅに同一の極性のデータ信号が供給されること
になる。これは、コモン電位ＶＣＯＭの変動を招き、ドット反転駆動の利点を失わせる。
特開平１１－３２７５１８号公報は、かかる問題を回避するために一水平期間に３ｎ本の
データ線を駆動することを提案している。
【００９２】
　しかしながら、発明者は、画素１３を駆動する順序を適切に選択することにより、ＬＣ
Ｄドライバの出力端子に生成されるデータ信号の極性が反転される回数を減少させるとと
もに、ドット反転駆動と一水平期間に偶数本のデータ線を順次に駆動する時分割駆動方式
とを両立できることを発見した。第３の実施形態に係る液晶表示装置は、このような発見
に基づくものである。
【００９３】
　具体的には、第３の実施形態に係る液晶表示装置は、ＬＣＤパネル１ＢとＬＣＤドライ
バ２Ｂとを備えている。ＬＣＤパネル１Ｂには、ゲート線１１１、１１２・・・と、デー
タ線１２Ｒ１～１２Ｒ４、１２Ｇ１～１２Ｇ４、１２Ｂ１～１２Ｂ４と、Ｒ画素１３Ｒ１

～１３Ｒ４と、Ｇ画素１３Ｇ１～１３Ｇ４と、Ｂ画素１３Ｂ１～１３Ｂ４とを備えている
。Ｒ画素１３Ｒ１～１３Ｒ４は、それぞれ、データ線１２Ｒ１～１２Ｒ４に接続されてい
る。同様に、Ｇ画素１３Ｇ１～１３Ｇ４は、それぞれ、データ線１２Ｇ１～１２Ｇ４に接
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続されており、Ｂ画素１３Ｂ１～１３Ｂ４は、それぞれ、データ線１２Ｂ１～１２Ｂ４に
接続されている。
【００９４】
　データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１、１２Ｒ２、１２Ｇ２、１２Ｂ２は、空間的に
この順番で並べられており、それぞれ、スイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１、１９Ｂ１、１９Ｒ

２、１９Ｇ２、１９Ｂ２を介して奇数入力ノード１７Ｏに接続されている。スイッチ１９

Ｒ１、１９Ｇ１、１９Ｂ１、１９Ｒ２、１９Ｇ２、１９Ｂ２は、それぞれ、制御信号ＲＳ
Ｗ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２に応答して動作する。
【００９５】
　同様に、データ線１２Ｒ３、１２Ｇ３、１２Ｂ３、１２Ｒ４、１２Ｇ４、１２Ｂ４は、
空間的にこの順で並べられており、それぞれ、スイッチ１９Ｒ３、１９Ｇ３、１９Ｂ３、
１９Ｒ４、１９Ｇ４、１９Ｂ４を介して偶数入力ノード１７Ｅに接続されている。相対的
に左に位置するデータ線１２Ｒ３、１２Ｇ３、１２Ｂ３に夫々に接続されているスイッチ
１９Ｒ３、１９Ｇ３、１９Ｂ３が、それぞれ、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２に
応答して動作する一方で、相対的に右に位置するデータ線１２Ｒ４、１２Ｇ４、１２Ｂ４

に夫々に接続されているスイッチ１９Ｒ４、１９Ｇ４、１９Ｂ４が制御信号ＲＳＷ１、Ｇ
ＳＷ１、ＢＳＷ１に応答して動作する。
【００９６】
　スイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１、１９Ｂ１、１９Ｒ２、１９Ｇ２、１９Ｂ２と制御信号Ｒ
ＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２との間の関係と、スイッチ
１９Ｒ３、１９Ｇ３、１９Ｂ３、１９Ｒ４、１９Ｇ４、１９Ｂ４と制御信号ＲＳＷ１、Ｇ
ＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２との間の関係が、本質的に異なってい
ることに留意されたい。例えば、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、Ｇ
ＳＷ２、ＢＳＷ２をこの順に活性化すると、データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１、１２Ｂ１、１
２Ｒ２、１２Ｇ２、１２Ｂ２は、左から順に選択される一方で、データ線１２Ｒ３、１２

Ｇ３、１２Ｂ３、１２Ｒ４、１２Ｇ４、１２Ｂ４はそうはならない；データ線１２Ｒ４、
１２Ｇ４、１２Ｂ４、１２Ｒ３、１２Ｇ３、１２Ｂ３の順で選択される。
【００９７】
　図１９は、ＬＣＤドライバ２Ｂの構成を示すブロック図である。ＬＣＤドライバ２Ｂは
、下記２つの点：ＲＧＢスイッチ制御回路２８が６つの制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、Ｂ
ＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２を生成する点、及び、正極性ドライバ部２３、負
極性ドライバ部２４のそれぞれにラッチ回路２３ａ、２４ａが６つずつ用意されている点
を除けば、図７のＬＣＤドライバ２と同様の構成を有している。
【００９８】
　図２０、図２１Ａ、図２１Ｂ、図２２Ａ、図２２Ｂは、第３の実施形態に係る液晶表示
装置の動作を示す図である。図２０に示されているように、第１水平期間においてＬＣＤ
ドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１ラインの画素１３
である）Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ
信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２に供給
される負極性のデータ信号を出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・
については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＲ画
素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される負極性のデータ信号を逐次に
出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される正極性
のデータ信号を出力する。奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・に生成されるデータ
信号と、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・に生成されるデータ信号との極性は、
常に逆であることに留意されたい。
【００９９】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、図２１Ａに示されているよう
に、第１水平期間の開始後、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ２、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ
１、ＢＳＷ１を、この順番で活性化することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは
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、制御信号ＲＳＷ２が活性化されるときに反転される。第１水平期間では、ＬＣＤドライ
バ２Ｂの各出力端子の電位は、Ｒ画素１３Ｒ２、１３Ｒ３への書き込みのときにのみ反転
されることに留意されたい。
【０１００】
　第２水平期間では、極性が反転された上で同様の順番でデータ信号が出力される；即ち
、第２水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・
から（第２ラインの画素１３である）Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１

に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３

Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２に供給される正極性のデータ信号を出力する。一方、偶数出力端子
Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、偶数出力端子Ｓｏｕｒ
ｃｅ２、４、・・・からＲ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される
正極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素
１３Ｂ３に供給される負極性のデータ信号を出力する。
【０１０１】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、図２１Ａに示されているよう
に、第１水平期間の開始後、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ２、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ
１、ＢＳＷ２を、この順番で活性化することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは
、制御信号ＲＳＷ２が活性化されるときに反転される。第２水平期間でも、ＬＣＤドライ
バ２Ｂの各出力端子の電位は、Ｒ画素１３Ｒ２、１３Ｒ３への書き込みのときにのみ反転
されることに留意されたい。
【０１０２】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【０１０３】
　このような手順によれば、いずれの水平期間においても、ＬＣＤドライバ２の各出力端
子に生成されるデータ信号の極性は、一度しか反転されない。これは、ＬＣＤドライバ２
の消費電力を有効に低減させる。
【０１０４】
　加えて、このような動作は、図２２Ａ、図２２Ｂから理解されるように、隣接する画素
１３に逆の極性のデータ信号を書き込む、即ち、ドット反転駆動を実現するものである。
図２２Ａは、図２０の手順に従って第１ラインの画素１３が駆動されたときの、画素１３
の書き込み順番及び、各画素１３に書き込まれたデータ信号の極性を示している。第１ラ
インの画素１３については、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２、１
３Ｒ３、１３Ｂ３、１３Ｇ４に正極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１

、１３Ｒ２、１３Ｂ２、１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に負極性のデータ信号が書き込ま
れる。一方、第２ラインの画素１３については、図２２Ｂに示されているように、奇数番
目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３Ｇ４に負極
性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、１３Ｇ３、
１３Ｒ４、１３Ｂ４に正極性のデータ信号が書き込まれる。このように、水平方向、垂直
方向のいずれについても、隣接する画素１３に書き込まれるデータ信号の極性は逆である
。
【０１０５】
　より画質を向上させるためには、図２３に示されているように、ある周期で（本実施形
態では４フレーム周期で）、データ信号の極性及び書き込み順番が変更されることが好適
である。詳細には、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が各フレームで反転され
、画素１３の書き込み順番が、２フレーム毎に変更される。
【０１０６】
　画素１３の書き込み順番を定期的に変更するのは、スイッチ１９のリークに起因して画
素１３に保持される書き込み電圧が変動することによる、画質の低下に対処するためであ
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る。データ線１２は、その長さが長く、容量が大きいから、データ線１２を駆動するため
にはスイッチ１９を構成するＴＦＴに大きなドライブ能力が要求される。このため、スイ
ッチ１９を構成するＴＦＴは、そのゲート幅が大きく、ゲート長が短く、オン抵抗が小さ
くなるように形成される。しかし、このように設計されたＴＦＴは、本質的にリークが大
きい。このため、各画素１３に蓄積された電荷が書き込み動作の間にスイッチ１９を介し
て流出し、画素１３に保持される書き込み電圧が不所望に変動する。書き込み電圧の変動
は、先に駆動される画素１３ほど大きい。従って、画素１３の書き込み順番が固定されて
いると、画素１３に保持される書き込み電圧の変動は、縦方向（データ線１２の方向）に
延伸する模様、即ち、縦筋ムラとして認識される。画素１３の書き込み順番を定期的に変
更することにより、書き込み電圧が不所望に変動する画素１３を時間的、空間的に分散さ
せ、これにより、縦筋ムラを有効に抑制することができる。
【０１０７】
　具体的には、第１フレームでは、上述された手順で、画素１３が駆動される。即ち、第
１フレームの奇数水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、
３、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性の
データ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２

に供給される負極性のデータ信号を出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、
・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・か
らＲ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される負極性のデータ信号を
逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される
正極性のデータ信号を出力する。偶数水平期間では、極性が反転された上で同様の順番で
データ信号が出力される。図２３には、奇数水平期間における画素１３の駆動手順のみが
図示されていることに留意されたい。
【０１０８】
　第２フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が反転されて画素１３が駆動される
：即ち、第２フレームの奇数水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕ
ｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給され
る負極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画
素１３Ｂ２に供給される正極性のデータ信号を出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃ
ｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３

、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される正極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３

Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される正極性のデータ信号を出力する。
【０１０９】
　第３フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転される（即ち、各画素
１３が、第１フレームと同一の極性のデータ信号で駆動される）共に、画素１３の書き込
み順番が変更される。即ち、第３フレームの奇数水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、
奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素
１３Ｂ２に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ
画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号を逐次に出力する。一方
、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｒ画素
１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される正極性のデータ信号を逐次に出
力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される負極性の
データ信号を逐次に出力する。偶数水平期間では、極性が反転された上で同様の順番でデ
ータ信号が出力される。このような書き込み順番での画素１３へのデータ信号の書き込み
は、図２１Ｂに示されているように、各水平期間において、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ１
、ＢＳＷ２、ＲＳＷ１、ＧＳＷ２、ＢＳＷ１を、この順番で活性化することによって達成
可能である。極性信号ＰＯＬは、制御信号ＲＳＷ１が活性化されるときに反転される。図
２３には、奇数水平期間における画素１３の駆動手順のみが図示されていることに留意さ
れたい。
【０１１０】
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　第４フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転されて画素１３が駆動
される：即ち、第４フレームの奇数水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子
Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２に供
給される正極性のデータ信号を逐次に出力し、その後、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２

、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力する。一方、偶数出力端
子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ
画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される負極性のデータ信号を逐次に出力し、その後
、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される正極性のデータ信号を
逐次に出力する。偶数水平期間では、極性が反転された上で同様の順番でデータ信号が出
力される。以降のフレームでは、第１～第４フレームの動作が繰り返して行われる。
【０１１１】
　このように、ある周期で、データ信号の極性及び書き込み順番を変更することにより、
液晶表示装置の画質を一層に向上させることができる。
【０１１２】
第４の実施形態：
　図２４、図２５Ａ、図２５Ｂ、図２６Ａ、図２６Ｂは、本発明の第４の実施形態に係る
液晶表示装置の動作を示す図である。第４の実施形態に係る液晶表示装置の構成は、図１
８、１９に図示されている、第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成と同様である。
【０１１３】
　第４の実施形態に係る液晶表示装置の主題は、スイッチ１９のリークによって起こる画
素１３に保持される書き込み電圧の変動に起因する縦筋ムラの低減にある。既述のように
、書き込み電圧の変動は、先にデータ信号が書き込まれた画素１３ほど顕著である。例え
ば、画素１３Ｒ１、１３Ｇ１、１３Ｂ１、１３Ｒ２、１３Ｇ２、１３Ｂ２に、この順番で
データ信号が書き込まれたとすると、最も書き込み電圧の変動が大きいのは画素１３Ｒ１

であり、最も書き込み電圧の変動が小さいのは画素１３Ｂ２である。
【０１１４】
　このことは、データ信号が書き込まれた時刻が時間的に離れていると、画素１３に生じ
る書き込み電圧の変動の程度が大きく相違するということを意味している。上記の例を用
いれば、画素１３Ｒ１、１３Ｇ１には、書き込み電圧の変動の程度が近いのに対し、画素
１３Ｒ１、１３Ｂ２における書き込み電圧の変動の程度は大きく相違する。
【０１１５】
　最も問題になるのは、同一の色を表示する画素１３に生じる書き込み電圧の変動の程度
が大きいことである。なぜなら、同一の色を表示する画素１３に生じる書き込み電圧の変
動は、ムラとなって人間の目に認識され得るからである。例えば、Ｒ画素と、Ｇ画素の書
き込み電圧の変動の程度の差は、（実際には多少の色の再現性の低下として現れるものの
）人間の目には殆ど感知できない。しかし、Ｒ画素１３Ｒ１とＲ画素１３Ｒ２に生じる書
き込み電圧の変動は、縦筋ムラとして人間の目に認識されやすい。
【０１１６】
　第４の実施形態の液晶表示装置の動作は、ＬＣＤドライバ２の出力端子に生成されるデ
ータ信号の極性を反転させる回数を抑制させると共に、同一の色を表示する画素１３への
データ信号の書き込みを連続して行うことにより、同一の色を表示する画素１３に生じる
書き込み電圧の変動の程度の差に起因する縦筋ムラを抑制することを目的としている。
【０１１７】
　具体的には、以下の手順により、画素１３へのデータ信号の書き込みが行われる。図２
４を参照して、第１水平期間においてＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ
１、３、・・・から（第１ラインに位置する）Ｒ画素１３Ｒ１に供給される正極性のデー
タ信号を出力し、続いて、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１に供給される負極性のデータ
信号を出力する。Ｒ画素１３Ｒ１、１３Ｒ２に連続してデータ信号が書き込まれることに
留意されたい。更に続いて、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、
・・・からＧ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号を出力し、



(24) JP 4883989 B2 2012.2.22

10

20

30

40

50

続いて、Ｂ画素１３Ｂ２に供給される負極性のデータ信号を出力する。Ｇ画素１３Ｇ１、
１３Ｇ２に連続してデータ信号が書き込まれ、Ｂ画素１３Ｂ１、１３Ｂ２に連続してデー
タ信号が書き込まれることに留意されたい。
【０１１８】
　一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、
Ｒ画素１３Ｒ４に供給される負極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ
画素１３Ｇ４に供給される正極性のデータ信号を出力する。Ｒ画素１３Ｒ４、１３Ｒ３に
連続してデータ信号が書き込まれることに留意されたい。更に続いて、ＬＣＤドライバ２
Ｂは、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＧ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に
供給される負極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される正極性の
データ信号を出力する。Ｇ画素１３Ｇ４、１３Ｇ３に連続してデータ信号が書き込まれ、
Ｂ画素１３Ｂ４、１３Ｂ３に連続してデータ信号が書き込まれることに留意されたい。
【０１１９】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、図２５Ａに示されているよう
に、第１水平期間の開始後、制御信号ＲＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ１、ＧＳＷ２、ＢＳＷ
１、ＢＳＷ２を、この順番で活性化することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは
、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２が活性化されるときに反転される。画素１３へ
の書き込みが６回行われるにもかかわらず、第１水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂの各
出力端子の電位は、３回しか反転されないことに留意されたい。
【０１２０】
　第２水平期間では、極性が反転された上で同様の順番でデータ信号が出力される；即ち
、図２４に示されているように、第２水平期間においてＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力
端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第２ラインに位置する）Ｒ画素１３Ｒ１に供給さ
れる負極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１に供給され
る正極性のデータ信号を出力する。更に続いて、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓ
ｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＧ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される負極性のデ
ータ信号を出力し、続いて、Ｂ画素１３Ｂ２に供給される正極性のデータ信号を出力する
。
【０１２１】
　一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、
Ｒ画素１３Ｒ４に供給される正極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ
画素１３Ｇ４に供給される負極性のデータ信号を出力する。更に続いて、ＬＣＤドライバ
２Ｂは、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＧ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４

に供給される正極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される負極性
のデータ信号を出力する。
【０１２２】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、図２５Ａに示されているよう
に、第１２平期間の開始後、制御信号ＲＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ１、ＧＳＷ２、ＢＳＷ
１、ＢＳＷ２を、この順番で活性化することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは
、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２が活性化されるときに反転される。第２水平期
間でも、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子の電位は、３回しか反転されないことに留意さ
れたい。
【０１２３】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【０１２４】
　このような動作は、図２６Ａ、図２６Ｂから理解されるように、隣接する画素１３に逆
の極性のデータ信号を書き込む、即ち、ドット反転駆動を実現するものであることに留意
されたい。図２６Ａは、図２４の手順に従って第１ラインの画素１３が駆動されたときの
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、画素１３の書き込み順番及び、各画素１３に書き込まれたデータ信号の極性を示してい
る。第１ラインの画素１３については、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１
３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３Ｇ４に正極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画
素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に負極性のデータ信号
が書き込まれる。一方、第２ラインの画素１３については、図２６Ｂに示されているよう
に、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３

Ｇ４に負極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、
１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に正極性のデータ信号が書き込まれる。このように、水平
方向、垂直方向のいずれについても、隣接する画素１３に書き込まれるデータ信号の極性
は逆である。
【０１２５】
　このような手順によれば、いずれの水平期間においても、ＬＣＤドライバ２の各出力端
子に生成されるデータ信号の極性は、３回しか反転されない。これは、ＬＣＤドライバ２
の消費電力を有効に低減させる。
【０１２６】
　加えて、本実施形態に係る液晶表示装置では、同一の色を表示する画素１３に連続して
データ信号の書き込みが行われるため、同一の色を表示する画素１３に生じる書き込み電
圧の変動の程度の差を小さくすることができる。これは、画素１３の書き込み電圧の変動
に起因する縦筋ムラを抑制するために有効である。
【０１２７】
　第３の実施形態と同様に、本実施形態においても、ある周期でデータ信号の極性及び書
き込み順番が変更されることが画質の向上のために好適である。詳細には、図２７に示さ
れているように、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が各フレームで反転され、
画素１３の書き込み順番が、２フレーム毎に変更される。
【０１２８】
　より具体的には、第１フレームでは、上述された手順で画素１３が駆動され、第２フレ
ームでは、各画素１３のデータ信号の極性が反転されて画素１３が駆動される。
【０１２９】
　第３フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転される（即ち、各画素
１３が、第１フレームと同一の極性のデータ信号で駆動される）と共に、画素１３の書き
込み順番が変更される。具体的には、同一の色を表示する画素１３の間で書き込み順番が
入れ替えられる。
【０１３０】
　詳細には、第３フレームの奇数水平期間においてＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子
Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＲ画素１３Ｒ２に供給される負極性のデータ信号を出力
し、続いて、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２に供給される正極性のデータ信号を出力す
る。Ｒ画素１３Ｒ２、１３Ｒ１に連続してデータ信号が書き込まれることに留意されたい
。更に続いて、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・からＧ
画素１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２に供給される負極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｂ画
素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号を出力する。Ｇ画素１３Ｇ２、１３Ｇ１に連
続してデータ信号が書き込まれ、Ｂ画素１３Ｂ２、１３Ｂ１に連続してデータ信号が書き
込まれることに留意されたい。
【０１３１】
　一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、
Ｒ画素１３Ｒ３に供給される正極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｇ
画素１３Ｇ３に供給される負極性のデータ信号を出力する。Ｒ画素１３Ｒ３、１３Ｒ４に
連続してデータ信号が書き込まれることに留意されたい。更に続いて、ＬＣＤドライバ２
Ｂは、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・からＧ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に
供給される正極性のデータ信号を出力し、続いて、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される負極性の
データ信号を出力する。Ｇ画素１３Ｇ３、１３Ｇ４に連続してデータ信号が書き込まれ、
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Ｂ画素１３Ｂ３、１３Ｂ４に連続してデータ信号が書き込まれることに留意されたい。
【０１３２】
　第３フレームの偶数水平期間では、データ信号の極性が反転された上で奇数水平期間と
同様の書き込み動作が行われる。
【０１３３】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、図２５Ｂに示されているよう
に、各水平期間において、制御信号ＲＳＷ２、ＲＳＷ１、ＧＳＷ２、ＧＳＷ１、ＢＳＷ２
、ＢＳＷ１を、この順番で活性化することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは、
制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１が活性化されるときに反転される。画素１３への
書き込みが６回行われるにもかかわらず、各水平期間においてＬＣＤドライバ２Ｂの各出
力端子の電位は、３回しか反転されないことに留意されたい。
【０１３４】
　第４フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転された上で、第３フレ
ームと同一の書き込み順番で各画素１３へのデータ信号の書き込みが行われる。以降のフ
レームでは、第１～第４フレームの動作が繰り返して行われる。
【０１３５】
　このように、本実施形態では、４フレーム周期でデータ信号の極性及び書き込み順番が
変更されることにより、画質が有効に向上される。
【０１３６】
第５の実施形態：
　図２８は、本発明の第５の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。第５の
実施形態に係る液晶表示装置では、ＬＣＤパネル２Ｃにおける配線を変更することにより
、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子におけるデータ信号の反転の回数が減少される。これ
にともない、ＬＣＤドライバ２Ｂの動作も変更される。
【０１３７】
　具体的には、第５の実施形態に係る液晶表示装置では、各入力ノード１７は、同一の極
性のデータ信号が書き込まれる画素１３に対応するデータ線１２が（スイッチ１９を介し
て）接続される。詳細には、奇数番目に位置するデータ線１２Ｒ１、１２Ｂ１、１２Ｇ２

、１２Ｒ３、１２Ｂ３、１２Ｇ４が、それぞれ、スイッチ１９Ｒ１、１９Ｂ１、１９Ｇ２

、１９Ｒ３、１９Ｂ３、１９Ｇ４を介して奇数入力ノード１７Ｏに接続される。更に、偶
数番目に位置するデータ線１２Ｇ１、１２Ｒ２、１２Ｂ２、１２Ｇ３、１２Ｒ４、１２Ｂ

４が、それぞれ、スイッチ１９Ｇ１、１９Ｒ２、１９Ｂ２、１９Ｇ３、１９Ｒ４、１９Ｂ

４を介して偶数入力ノード１７Ｅに接続される。
【０１３８】
　スイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１、１９Ｂ１は、それぞれ、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、
ＢＳＷ１を供給するための配線１８１、１８２、１８３に接続されている。スイッチ１９

Ｒ２、１９Ｇ２、１９Ｂ２も、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１を供給するための
配線１８１、１８２、１８３にそれぞれに接続されている。一方、スイッチ１９Ｒ３、１
９Ｇ３、１９Ｂ３は、それぞれ、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２を供給するため
の配線１８４、１８５、１８６に接続されている。スイッチ１９Ｒ４、１９Ｇ４、１９Ｂ

４も、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２を供給するための配線１８４、１８５、１
８６にそれぞれに接続されている。
【０１３９】
　奇数番目に位置するデータ線１２を奇数入力ノード１７Ｏに接続し、偶数番目に位置す
るデータ線１２を偶数入力ノード１７Ｅに接続する構成を採用することにより、第５の実
施形態に係る液晶表示装置では、各水平期間の中途で、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子
の極性を反転する必要がなくなる。
【０１４０】
　具体的には、図２９に示されているように、第１水平期間においてＬＣＤドライバ２Ｂ
は、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１ラインに位置する）Ｒ画素１３
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Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３

Ｂ３に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。一方、偶数出力端子Ｓ
ｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素
１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給さ
れる負極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。
【０１４１】
　第２水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・
から（第２ラインに位置する）Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｒ画
素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される負極性のデータ信号をこの順
で順次に出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤ
ドライバ２Ｂは、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素１３Ｂ２、Ｒ画素１３Ｒ４、
Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出力
する。
【０１４２】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、各水平期間において、制御信
号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２を、この順番で活性化
することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは、各水平期間の開始時に反転される
。これにより、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子の電位は、各水平期間の開始時にのみ反
転される。
【０１４３】
　このような動作は、図３０Ａ、図３０Ｂから理解されるように、隣接する画素１３に逆
の極性のデータ信号を書き込む、即ち、ドット反転駆動を実現するものであることに留意
されたい。図３０Ａは、図２９の手順に従って第１ラインの画素１３が駆動されたときの
、画素１３の書き込み順番及び、各画素１３に書き込まれたデータ信号の極性を示してい
る。第１ラインの画素１３については、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１
３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３Ｇ４に正極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画
素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に負極性のデータ信号
が書き込まれる。一方、第２ラインの画素１３については、図３０Ｂに示されているよう
に、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３

Ｇ４に負極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、
１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に正極性のデータ信号が書き込まれる。このように、水平
方向、垂直方向のいずれについても、隣接する画素１３に書き込まれるデータ信号の極性
は逆である。
【０１４４】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【０１４５】
　第３、第４の実施形態と同様に、本実施形態においてもある周期でデータ信号の極性及
び書き込み順番が変更されることが画質の向上のために好適である。詳細には、図３１に
示されているように、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が各フレームで反転さ
れ、画素１３の書き込み順番が、２フレーム毎に変更される。
【０１４６】
　より具体的には、第１フレームでは、上述された手順で画素１３が駆動され、第２フレ
ームでは、各画素１３のデータ信号の極性が反転されて画素１３が駆動される。
【０１４７】
　第３フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転される（即ち、各画素
１３が、第１フレームと同一の極性のデータ信号で駆動される）と共に、画素１３の書き
込み順番が変更される。
【０１４８】
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　詳細には、図３１に示されているように、第３フレームの奇数水平期間においてＬＣＤ
ドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１ラインに位置する
）Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ３、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２

、Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号を、この順で順次に出力する。一方、
偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｒ画素１
３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｂ画素１
３Ｂ２、に供給される負極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。第３フレームの偶
数水平期間では、データ信号の極性を反転した上で同じ書き込み順番で画素１３へのデー
タ信号の書き込みを行う。
【０１４９】
　第４フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転された上で、第３フレ
ームと同一の書き込み順番で各画素１３へのデータ信号の書き込みが行われる。以降のフ
レームでは、第１～第４フレームの動作が繰り返して行われる。
【０１５０】
　このように、本実施形態では、４フレーム周期でデータ信号の極性及び書き込み順番が
変更されることにより、画質が有効に向上される。
【０１５１】
　一層にＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子におけるデータ信号の反転の回数を減少させる
ためには、図３２に示されているように、奇数ラインの画素１３を先に駆動した後で、偶
数ラインの画素１３を駆動することが好適である。第５の実施形態では、奇数ラインの画
素１３にデータ信号が書き込まれる場合には、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３・・・は
正極性のデータ信号を連続して出力し、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４・・・は負極性
のデータ信号を連続して出力する。一方、偶数ラインの画素１３にデータ信号が書き込ま
れる場合には、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３・・・は負極性のデータ信号を連続して
出力し、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４・・・は正極性のデータ信号を連続して出力す
る。したがって、奇数ラインの画素１３を先に駆動した後で、偶数ラインの画素１３を駆
動する（又は、偶数ラインの画素１３を先に駆動した後で、奇数ラインの画素１３を駆動
する）ことにより、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子におけるデータ信号の反転の回数を
一層に減少させることができる。
【０１５２】
　図３３Ａ～図３３Ｄは、このような動作を実現するための動作タイミングを示すタイミ
ングチャートである。図３３Ａに示されているように、第１フレームの前半の各水平期間
では、奇数番目のゲート線１１１、１１３、・・・が順次に活性化され、これにより、奇
数ラインの画素１３が順次に選択される。各水平期間では、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１
、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２が、この順番で活性化される。奇数出力端子
Ｓｏｕｒｃｅ１、３・・・は正極性のデータ信号を連続して出力し、偶数出力端子Ｓｏｕ
ｒｃｅ１、３・・・は負極性のデータ信号を連続して出力する。これにより、奇数ライン
の画素１３へのデータ信号の書き込みが完了する。
【０１５３】
　図３３Ｂに示されているように、全ての奇数ラインの画素１３へのデータ信号の書き込
みが完了した後、偶数番目のゲート線１１２、１１４、・・・が順次に活性化され、これ
により、偶数ラインの画素１３が順次に選択される。各水平期間では、制御信号ＲＳＷ１
、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２が、この順番で活性化される。奇
数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３・・・は負極性のデータ信号を連続して出力し、偶数出力
端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４・・・は正極性のデータ信号を連続して出力する。これにより偶
数ラインの画素１３へのデータ信号の書き込みが完了する。
【０１５４】
　第２フレームでは、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が反転された上で、第
１フレームと同様の手順によってデータ信号の書き込みが行われる。
【０１５５】
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　第３フレームでは、各水平期間における書き込み順番が変更される。具体的には、各水
平期間において、制御信号ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２、ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ
１が、この順番で活性化される。各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性は第２フレ
ームと同一である。各水平期間における書き込み順番が変更されることにより、画素１３
に保持される書き込み電圧の変動に起因する縦筋ムラが抑制される。
【０１５６】
　第４フレームでは、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が反転された上で、第
３フレームと同様の手順によってデータ信号の書き込みが行われる。以降のフレームでは
、第１～第４フレームの動作が繰り返して行われる。
【０１５７】
　以上に説明されているように、本実施形態の液晶表示装置では、奇数ラインの画素１３
を先に駆動した後で、偶数ラインの画素１３を駆動する（又は、偶数ラインの画素１３を
先に駆動した後で、奇数ラインの画素１３を駆動する）ことにより、ＬＣＤドライバ２Ｂ
の各出力端子におけるデータ信号の反転の回数を一層に減少させることができる。これは
、ＬＣＤドライバ２Ｂの消費電力を一層に低減させるために有効である。
【０１５８】
　第６の実施形態：
　図３４は、本発明の第６の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。第６の
実施形態に係る液晶表示装置の構成は、第５の実施形態とほぼ同様である；奇数番目に位
置するデータ線１２Ｒ１、１２Ｂ１、１２Ｇ２、１２Ｒ３、１２Ｂ３、１２Ｇ４が、奇数
入力ノード１７Ｏに接続され、偶数番目に位置するデータ線１２Ｇ１、１２Ｒ２、１２Ｂ

２、１２Ｇ３、１２Ｒ４、１２Ｂ４が、偶数入力ノード１７Ｅに接続される。このような
接続が、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子におけるデータ信号の反転の回数を一層に減少
させ、ＬＣＤドライバ２Ｂの消費電力を一層に低減させるために有効であることは上述さ
れたとおりである。
【０１５９】
　相違点は、第６の実施形態に係る液晶表示装置では、隣接する２本のデータ線１２が同
時に駆動されるようにＬＣＤパネル２Ｄの配線が変更されている点にある。具体的には、
スイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１が制御信号ＲＳＷ１を供給するための配線１８１に接続され
、スイッチ１９Ｂ１、１９Ｒ２が制御信号ＧＳＷ１を供給するための配線１８２に接続さ
れる。更に、スイッチ１９Ｇ２、１９Ｂ２が制御信号ＢＳＷ１を供給するための配線１８

３に接続され、スイッチ１９Ｒ３、１９Ｇ３が制御信号ＲＳＷ２を供給するための配線１
８４に接続される。そしてスイッチ１９Ｂ３、１９Ｒ４が制御信号ＧＳＷ２を供給するた
めの配線に接続され、スイッチ１９Ｇ４、１９Ｂ４が制御信号ＢＳＷ２を供給するための
配線に接続される。このような配線によれば、例えば制御信号ＲＳＷ１を活性化すること
により、隣接するデータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１を駆動することができる。他の制御信号に
ついても同様である。
【０１６０】
　図３５Ａ、図３５Ｂは、隣接する２本のデータ線１２が同時に駆動されることの技術的
意義を説明する図である。２本のデータ線１２の一方が正の極性のデータ信号で、他方が
負の極性のデータ信号で駆動されると、データ線１２とコモン電極１６の間の容量カップ
リングにより、コモン電極１６を介して当該２本のデータ線１２の間で電流が流れる。
【０１６１】
　このとき、例えば、図２８に示されているＬＣＤパネル２Ｃのように、離れたデータ線
１２（図３５Ａでは、データ線１２Ｒ１と１２Ｒ２）を同時に駆動すると、コモン電極１
６上の電流が流れる距離が増大し、これは、大きな電圧降下を発生させる。大きな電圧降
下の発生は、コモン電極１６の電位の局所的な変動を招き好ましくない。
【０１６２】
　一方、本実施形態のＬＣＤパネル２Ｄでは、隣接したデータ線１２（図３５Ｂでは、デ
ータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１）を同時に駆動することにより、コモン電極１６上の電流が流
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れる距離を短縮することができ、従って、コモン電極１６における電圧降下を小さくする
ことができる。これは、コモン電極１６の電位の局所的な変動を防ぐために有効である。
【０１６３】
　以下では、本実施形態の液晶表示装置の動作を詳細に説明する。図３４に示されている
ように、本実施形態の液晶表示装置でも、第５の実施形態と同様に、ＬＣＤドライバ２Ｂ
は、その各出力端子に生成されるデータ信号の極性を各水平期間の開始時にのみ反転する
。具体的には、図２９に示されているように、第１水平期間においてＬＣＤドライバ２Ｂ
は、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１ラインに位置する）Ｒ画素１３

Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３

Ｂ４に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。一方、偶数出力端子Ｓ
ｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｒ画素
１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ２、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｂ画素１３Ｂ４に供給さ
れる負極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。
【０１６４】
　第２水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・
から（第２ラインに位置する）Ｒ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｒ画
素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される負極性のデータ信号をこの順
で順次に出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤ
ドライバ２Ｂは、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ２、Ｇ画素１３Ｇ３、
Ｒ画素１３Ｒ４、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出力
する。
【０１６５】
　注目すべきことは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１及び偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２から
出力されるデータ信号は、常に、隣接するデータ線１２に接続された画素１３に書き込ま
れることである。例えば、図３７Ａを参照して、第１水平期間において奇数出力端子Ｓｏ
ｕｒｃｅ１からＲ画素１３Ｒ１に書き込まれるデータ信号が出力される場合、偶数出力端
子Ｓｏｕｒｃｅ２からは、Ｒ画素１３Ｒ１に隣接するＧ画素１３Ｇ１に書き込まれるデー
タ信号が供給される。これにより、コモン電極１６の電位の局所的変動が防がれることは
、上述されたとおりである。
【０１６６】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、各水平期間において、制御信
号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２を、この順番で活性化
することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは、各水平期間の開始時に反転される
。ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子の電位は、各水平期間の開始時にのみ反転される。
【０１６７】
　このような動作は、図３７Ａ、図３７Ｂから理解されるように、隣接する画素１３に逆
の極性のデータ信号を書き込む、即ち、ドット反転駆動を実現するものであることに留意
されたい。図３７Ａは、図３６の手順に従って第１ラインの画素１３が駆動されたときの
、画素１３の書き込み順番及び、各画素１３に書き込まれたデータ信号の極性を示してい
る。第１ラインの画素１３については、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１
３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３Ｇ４に正極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画
素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に負極性のデータ信号
が書き込まれる。一方、第２ラインの画素１３については、図３７Ｂに示されているよう
に、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３

Ｇ４に負極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、
１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に正極性のデータ信号が書き込まれる。このように、水平
方向、垂直方向のいずれについても、隣接する画素１３に書き込まれるデータ信号の極性
は逆である。
【０１６８】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
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平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【０１６９】
　第３～第５の実施形態と同様に、本実施形態においてもある周期でデータ信号の極性及
び書き込み順番が変更されることが画質の向上のために好適である。詳細には、図３８に
示されているように、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が各フレームで反転さ
れ、画素１３の書き込み順番が、２フレーム毎に変更される。
【０１７０】
　より具体的には、第１フレームでは、上述された手順で画素１３が駆動され、第２フレ
ームでは、各画素１３のデータ信号の極性が反転されて画素１３が駆動される。
【０１７１】
　第３フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転される（即ち、各画素
１３が、第１フレームと同一の極性のデータ信号で駆動される）と共に、画素１３の書き
込み順番が変更される。
【０１７２】
　詳細には、図３８に示されているように、第３フレームの奇数水平期間においてＬＣＤ
ドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１ラインに位置する
）
Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｂ画素１３Ｂ４、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｂ画素１３Ｂ１、
Ｇ画素１３Ｇ２に供給される正極性のデータ信号を、この順で順次に出力する。一方、偶
数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｇ画素１３

Ｇ３、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｂ画素１３Ｂ４、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３

Ｂ２に供給される負極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。第３フレームの偶数水
平期間では、データ信号の極性を反転した上で同じ書き込み順番で画素１３へのデータ信
号の書き込みを行う。
【０１７３】
　第４フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転された上で、第３フレ
ームと同一の書き込み順番で各画素１３へのデータ信号の書き込みが行われる。以降のフ
レームでは、第１～第４フレームの動作が繰り返して行われる。
【０１７４】
　このように、本実施形態においても、４フレーム周期でデータ信号の極性及び書き込み
順番が変更されることによって画質を向上することができる。
【０１７５】
第７の実施形態：
　図３９は、本発明の第７の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。第７の
実施形態に係る液晶表示装置の構成は、第５、第６の実施形態とほぼ同様である；奇数番
目に位置するデータ線１２Ｒ１、１２Ｂ１、１２Ｇ２、１２Ｒ３、１２Ｂ３、１２Ｇ４が
、奇数入力ノード１７Ｏに接続され、偶数番目に位置するデータ線１２Ｇ１、１２Ｒ２、
１２Ｂ２、１２Ｇ３、１２Ｒ４、１２Ｂ４が、偶数入力ノード１７Ｅに接続される。この
ような接続が、ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子におけるデータ信号の反転の回数を一層
に減少させ、ＬＣＤドライバ２Ｂの消費電力を一層に低減させるために有効であることは
上述されたとおりである。
【０１７６】
　相違点は、スイッチ１９と、制御信号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳ
Ｗ２、ＢＳＷ２を供給する配線１８１～１８６との間の接続関係、即ち、同時に駆動され
る２本のデータ線１２の組み合わせの点にある。第７の実施形態では、スイッチ１９と配
線１８１～１８６の間の接続関係は下記の条件（１）（２）を満足するように決定される
：
（１）１２本のデータ線１２に、隣接する２本のデータ線１２の対が４つ規定され、同一
対に属するデータ線１２が同時に駆動される。（２）データ線１２の対の間には、それら
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のデータ線１２の対と同時に駆動されない一本のデータ線１２が設けられる。
【０１７７】
　詳細には、スイッチ１９Ｒ１、１９Ｇ１が制御信号ＲＳＷ１を供給するための配線１８

１に接続され、スイッチ１９Ｒ２、１９Ｇ２が制御信号ＧＳＷ１を供給するための配線１
８２に接続される。更に、スイッチ１９Ｒ３、１９Ｇ３が制御信号ＢＳＷ１を供給するた
めの配線１８３に接続され、スイッチ１９Ｒ４、１９Ｇ４が制御信号ＲＳＷ２を供給する
ための配線１８４に接続される。そして、スイッチ１９Ｂ１、１９Ｂ２が制御信号ＧＳＷ
２を供給するための配線１８３に接続され、スイッチ１９Ｂ３、１９Ｂ４が制御信号ＢＳ
Ｗ２を供給するための配線１８４に接続される。
【０１７８】
　以下の説明において、４つのデータ線１２の対のいずれかに属するデータ線を、以下で
は、対駆動データ線と呼ぶことにする。本実施形態では、データ線１２Ｒ１～１２Ｒ４、
１２Ｇ１～１２Ｇ４が対駆動データ線である。一方、４つのデータ線１２の対に属しない
データ線を、以下では、孤立データ線と呼ぶことにする。本実施形態では、データ線１２

Ｂ１～１２Ｂ４が孤立データ線である。
【０１７９】
　図４０、図４１Ａ、図４１Ｂは、本実施形態の液晶表示装置の動作を説明する図である
。図４０に示されているように、本実施形態の液晶表示装置でも、第５、第６の実施形態
と同様に、ＬＣＤドライバ２Ｂは、その各出力端子に生成されるデータ信号の極性を各水
平期間の開始時にのみ反転する。具体的には、図３７に示されているように、第１水平期
間においてＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１
ラインに位置する）Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４

、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出
力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２
Ｂは、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｂ画素１３

Ｂ２、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される負極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。
【０１８０】
　第２水平期間では、ＬＣＤドライバ２Ｂは、奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・
から（第２ラインに位置する）Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画
素１３Ｇ４、Ｂ画素１３Ｂ１、Ｂ画素１３Ｂ３に供給される負極性のデータ信号をこの順
で順次に出力する。一方、偶数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤ
ドライバ２Ｂは、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｇ画素１３Ｇ３、Ｒ画素１３Ｒ４、
Ｂ画素１３Ｂ２、Ｂ画素１３Ｂ４に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出力
する。
【０１８１】
　このような書き込み順番による画素１３への書き込みは、各水平期間において、制御信
号ＲＳＷ１、ＧＳＷ１、ＢＳＷ１、ＲＳＷ２、ＧＳＷ２、ＢＳＷ２を、この順番で活性化
することによって達成可能である。極性信号ＰＯＬは、各水平期間の開始時に反転される
。ＬＣＤドライバ２Ｂの各出力端子の電位は、各水平期間の開始時にのみ反転される。
【０１８２】
　このような動作は、図４１Ａ、図４１Ｂから理解されるように、隣接する画素１３に逆
の極性のデータ信号を書き込む、即ち、ドット反転駆動を実現するものであることに留意
されたい。図４１Ａは、図４０の手順に従って第１ラインの画素１３が駆動されたときの
、画素１３の書き込み順番及び、各画素１３に書き込まれたデータ信号の極性を示してい
る。第１ラインの画素１３については、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１
３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３Ｇ４に正極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画
素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に負極性のデータ信号
が書き込まれる。一方、第２ラインの画素１３については、図４１Ｂに示されているよう
に、奇数番目に位置する画素１３Ｒ１、１３Ｂ１、１３Ｇ２、１３Ｒ３、１３Ｂ３、１３

Ｇ４に負極性のデータ信号が、偶数番目に位置する画素１３Ｇ１、１３Ｒ２、１３Ｂ２、
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１３Ｇ３、１３Ｒ４、１３Ｂ４に正極性のデータ信号が書き込まれる。このように、水平
方向、垂直方向のいずれについても、隣接する画素１３に書き込まれるデータ信号の極性
は逆である。
【０１８３】
　注目すべきことは、図４０に示されているように、対駆動データ線に接続されている画
素１３が、孤立データ線に接続されている画素１３よりも先に駆動されていることである
；即ち、対駆動データ線であるデータ線１２Ｒ１～１２Ｒ４、１２Ｇ１～１２Ｇ４は、孤
立データ線１２Ｂ１～１２Ｂ４よりも先に駆動されている。
【０１８４】
　以後の水平期間でも、同様の手順で画素１３が駆動される。奇数水平期間では、第１水
平期間と同様の手順で奇数ラインの画素１３が駆動され、偶数水平期間では、第２水平期
間と同様の手順で偶数ラインの画素１３が駆動される。
【０１８５】
　上述された動作の利点は、データ線１２の間の容量カップリングによる、データ線１２
の電位の変動を抑制できることである。既述のように、あるデータ線１２の画素１３にデ
ータ信号が書き込まれた後、それに隣接するデータ線１２の画素１３にデータ信号が書き
込まれると、データ線１２の間の容量カップリングにより、先にデータ信号が書き込まれ
た画素１３に接続されたデータ線１２の電位が変動する。これは、先にデータ信号が書き
込まれた画素１３に保持されている書き込み電圧を不所望に変動させる。しかしながら、
上述の動作によれば、各データ線１２は、それに隣接する２本のデータ線１２のうちの片
方のデータ線１２からの容量カップリングによる影響しか受けないか、あるいは、いずれ
のデータ線１２からの容量カップリングの影響も受けない。これは、容量カップリングに
よるデータ線１２の電位の変動を各水平期間において最高でも一回に抑制し、これにより
、画素１３に保持されている書き込み電圧の変動を抑制する。
【０１８６】
　以下、本実施形態の液晶表示装置の動作によってデータ線１２の間の容量カップリング
による画素１３に保持されている書き込み電圧の変動を抑制できる理由を、図４３Ａを参
照して説明する。まず、対駆動データ線であるデータ線１２について述べれば、上記の動
作によれば、対駆動データ線であるデータ線１２は、それに隣接する孤立データ線との間
の容量カップリングの影響しか受けない；言い換えれば、対駆動データ線であるデータ線
１２のそれぞれは、同一の対に属するデータ線１２との間の容量カップリングの影響を受
けない。なぜなら、同一の対に属するデータ線１２は同時に駆動されるため、それらの間
の容量カップリングは画素１３に保持されている書き込み電圧を変動させないからである
。
【０１８７】
　例えば、図４３Ａを参照して、データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１は、互いに隣接する対駆動
データ線である。そして、データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１は、同時に駆動されるため、言い
換えれば、データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１に接続されている画素１３Ｒ１、１３Ｇ１は、デ
ータ線１２Ｒ１、１２Ｇ１の間の容量カップリングによる影響を受けない。データ線１２

Ｒ１に接続されている画素１３Ｒ１に、容量カップリングによる影響を及ぼすのは、デー
タ線１２Ｒ１に隣接する孤立データ線１２Ｂ４のみである。同様に、データ線１２Ｇ１に
接続されている画素１３Ｇ１に、容量カップリングによる影響を及ぼすのは、データ線１
２Ｇ１に隣接する孤立データ線１２Ｂ１のみである。他の対駆動データ線も同じことが当
てはまることは、当業者には自明的であろう。
【０１８８】
　更に、孤立データ線であるデータ線１２については、それに隣接するデータ線１２との
間の容量カップリングの影響をほとんど受けない。なぜなら、上述のように、孤立データ
線であるデータ線１２の画素１３は、それに隣接する２本のデータ線１２の画素１３のい
ずれよりも後に駆動されるからである；孤立データ線であるデータ線１２の画素１３に書
き込み電圧が生成された後、隣接する２本のデータ線１２にデータ信号が供給されてその
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電位が変化することはない。
【０１８９】
　例えば、データ線１２Ｂ１は、データ線１２Ｒ１、１２Ｇ１の対と、データ線１２Ｒ２

、１２Ｇ２の対の間に位置する孤立データ線である。データ線１２Ｂ１に隣接するデータ
線（即ち、データ線１２Ｇ１、１２Ｒ２）は、いずれもデータ線１２Ｂ１よりも先に駆動
されるため、データ線１２Ｂ１に接続されている画素１３Ｂ１は、隣接するデータ線１２
による容量カップリングの影響をほとんど受けない。
【０１９０】
　このように、上述された動作によれば、データ線１２の間の容量カップリングによる画
素１３に保持されている書き込み電圧の変動を有効に抑制できる。
【０１９１】
　第３～第６の実施形態と同様に、本実施形態においてもある周期でデータ信号の極性及
び書き込み順番が変更されることが画質の向上のために好適である。詳細には、図４２に
示されているように、各画素１３に書き込まれるデータ信号の極性が各フレームで反転さ
れ、画素１３の書き込み順番が、２フレーム毎に変更される。
【０１９２】
　より具体的には、第１フレームでは、上述された手順で画素１３が駆動され、第２フレ
ームでは、各画素１３のデータ信号の極性が反転されて画素１３が駆動される。
【０１９３】
　第３フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転される（即ち、各画素
１３が、第１フレームと同一の極性のデータ信号で駆動される）と共に、画素１３の書き
込み順番が変更される。
【０１９４】
　詳細には、図４２に示されているように、第３フレームの奇数水平期間においてＬＣＤ
ドライバ２Ｂは奇数出力端子Ｓｏｕｒｃｅ１、３、・・・から（第１ラインに位置する）
Ｒ画素１３Ｒ３、Ｇ画素１３Ｇ４、Ｒ画素１３Ｒ１、Ｇ画素１３Ｇ２、Ｂ画素１３Ｂ３、
Ｂ画素１３Ｂ１に供給される正極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。一方、偶数
出力端子Ｓｏｕｒｃｅ２、４、・・・については、ＬＣＤドライバ２Ｂは、Ｇ画素１３Ｇ

３、Ｒ画素１３Ｒ４、Ｇ画素１３Ｇ１、Ｒ画素１３Ｒ２、Ｂ画素１３Ｂ４、Ｂ画素１３Ｂ

２に供給される負極性のデータ信号をこの順で順次に出力する。第３フレームの偶数水平
期間では、データ信号の極性を反転した上で同じ書き込み順番で画素１３へのデータ信号
の書き込みを行う。
【０１９５】
　第４フレームでは、各画素１３のデータ信号の極性が再度に反転された上で、第３フレ
ームと同一の書き込み順番で各画素１３へのデータ信号の書き込みが行われる。以降のフ
レームでは、第１～第４フレームの動作が繰り返して行われる。
【０１９６】
　このように、本実施形態においても、４フレーム周期でデータ信号の極性及び書き込み
順番が変更されることによって画質を向上することができる。
【０１９７】
　以上、本発明の実施形態が詳細に説明されているが、本発明は、上述の実施形態に限定
して解釈されてはならない。
【０１９８】
　例えば、上記にはデータ信号の書き込み順番がフレーム毎に変更される実施形態が開示
されている。しかしながら、データ信号の書き込み順番は、ライン毎に、且つ、フレーム
毎にされることも可能である。例えば、奇数ライン（すなわち、奇数水平期間）における
データ信号の書き込み順番と、偶数ライン（すなわち、奇数水平期間）におけるデータ信
号の書き込み順番とが切り替えられることも可能である。ライン毎にデータ信号の書き込
み順番を切り替えることは、書き込み電圧が不所望に変動する画素１３を時間的、空間的
に分散させ、縦筋ムラを抑制するために有効である。
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【０１９９】
　また、本実施形態では、ドット反転駆動を行う実施形態が開示されているが、本発明は
、水平方向に隣接する画素に書き込まれるデータ信号の極性が逆である駆動方法に適応可
能であり、垂直方向に隣接する画素の極性は限定されない。本発明は、例えば、２Ｈドッ
ト反転、Ｖライン反転のように、垂直方向に隣接する画素に書き込まれるデータ信号の極
性が同一である駆動方法にも採用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２００】
【図１Ａ】図１Ａは、従来の液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、ＬＣＤパネルの画素の構成を示す回路図である。
【図２】図２は、ドット反転駆動において各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す
図である。
【図３】図３は、従来の液晶表示装置における画素の書き込み順番、及び各画素に書き込
まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図４】図４は、従来の液晶表示装置の動作を示すタイミングチャートである。
【図５】図５は、従来の液晶表示装置において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図６】図６は、本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図７】図７は、第１の実施形態におけるＬＣＤドライバの構成を示すブロック図である
。
【図８】図８は、第１の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力された
データ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図９】図９は、第１の実施形態における画素の書き込み順番、及び各画素に書き込まれ
るデータ信号の極性を示す図である。
【図１０】図１０は、第１の実施形態に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図１１】図１１は、第１の実施形態の好適な変形例における、ＬＣＤドライバの各出力
端子から出力されるデータ信号が書き込まれるべき画素、及びそのデータ信号の極性を示
す図である。
【図１２】図１２は、第１の実施形態の好適な変形例における、液晶表示装置の動作を示
すタイミングチャートである。
【図１３】図１３は、第２の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１４】図１４は、第２の実施形態におけるＬＣＤドライバの構成を示すブロック図で
ある。
【図１５】図１５は、第２の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図１６】図１６は、第２の実施形態に係る液晶表示装置の動作を示すタイミングチャー
トである。
【図１７】図１７は、第２の実施形態における画素の書き込み順番、及び各画素に書き込
まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図１８】図１８は、第３の実施形態に係る液晶表示装置の構成を示す図である。
【図１９】図１９は、第３の実施形態におけるＬＣＤドライバの構成を示すブロック図で
ある。
【図２０】図２０は、第３の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図２１Ａ】図２１Ａは、第３の実施形態に係る液晶表示装置の第１フレームにおける動
作を示すタイミングチャートである。
【図２１Ｂ】図２１Ｂは、第３の実施形態に係る液晶表示装置の第３フレームにおける動
作を示すタイミングチャートである。
【図２２Ａ】図２２Ａは、第３の実施形態における第１ラインの画素の書き込み順番、及
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び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図２２Ｂ】図２２Ｂは、第３の実施形態における第２ラインの画素の書き込み順番、及
び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図２３】図２３は、第３の実施形態における、第１乃至第４フレームにおける第１ライ
ンの画素の書き込み順番、及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図２４】図２４は、第４の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図２５Ａ】図２５Ａは、第４の実施形態における、液晶表示装置の第１フレームにおけ
る動作を示すタイミングチャートである。
【図２５Ｂ】図２５Ｂは、第４の実施形態における、液晶表示装置の第３フレームにおけ
る動作を示すタイミングチャートである。
【図２６Ａ】図２６Ａは、第４の実施形態における、第１ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図２６Ｂ】図２６Ｂは、第４の実施形態における、第２ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図２７】図２７は、第４の実施形態の好適な変形例における、第１乃至第４フレームに
おける第１ラインの画素の書き込み順番、及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を
示す図である。
【図２８】図２８は、第５の実施形態における液晶表示装置の構成を示す図である。
【図２９】図２９は、第５の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図３０Ａ】図３０Ａは、第５の実施形態における、第１ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図３０Ｂ】図３０Ｂは、第５の実施形態における、第２ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図３１】図３１は、第５の実施形態における、第１乃至第４フレームにおける第１ライ
ンの画素の書き込み順番、及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図３２】図３２は、第５の実施形態の好適な変形例において、ＬＣＤドライバの各出力
端子から出力されたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図
である。
【図３３Ａ】図３３Ａは、第５の実施形態の好適な変形例における、液晶表示装置の第１
フレームにおける動作を示すタイミングチャートである。
【図３３Ｂ】図３３Ｂは、第５の実施形態の好適な変形例における、液晶表示装置の第１
フレームにおける動作を示すタイミングチャートである。
【図３３Ｃ】図３３Ｃは、第５の実施形態の好適な変形例における、液晶表示装置の第３
フレームにおける動作を示すタイミングチャートである。
【図３３Ｄ】図３３Ｄは、第５の実施形態の好適な変形例における、液晶表示装置の第３
フレームにおける動作を示すタイミングチャートである。
【図３４】図３４は、第６の実施形態における液晶表示装置の構成を示す図である。
【図３５Ａ】図３５Ａは、離れたデータ線を同時に駆動することによってコモン電極１６
に流れる電流の経路を説明する図である。
【図３５Ｂ】図３５Ｂは、隣接するデータ線を同時に駆動することによってコモン電極１
６に流れる電流の経路を説明する図である。
【図３６】図３６は、第６の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図３７Ａ】図３７Ａは、第６の実施形態における、第１ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図３７Ｂ】図３７Ｂは、第６の実施形態における、第２ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図３８】図３８は、第６の実施形態における、第１乃至第４フレームにおける第１ライ
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【図３９】図３９は、第７の実施形態における液晶表示装置の構成を示す図である。
【図４０】図４０は、第７の実施形態において、ＬＣＤドライバの各出力端子から出力さ
れたデータ信号が書き込まれる画素、及びそのデータ信号の極性を示す図である。
【図４１Ａ】図４１Ａは、第７の実施形態における、第１ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図４１Ｂ】図４１Ｂは、第７の実施形態における、第２ラインの画素の書き込み順番、
及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図４２】図４２は、第７の実施形態における、第１乃至第４フレームにおける第１ライ
ンの画素の書き込み順番、及び各画素に書き込まれるデータ信号の極性を示す図である。
【図４３Ａ】図４３Ａは、第７の実施形態において各データ線が隣接するデータ線から受
ける容量カップリングの影響を示す図である。
【図４３Ｂ】図４３Ｂは、第７の実施形態において各データ線が隣接するデータ線から受
ける容量カップリングの影響を示す図である。
【図４３Ｃ】図４３Ｃは、第７の実施形態において各データ線が隣接するデータ線から受
ける容量カップリングの影響を示す図である。
【図４３Ｄ】図４３Ｄは、第７の実施形態において各データ線が隣接するデータ線から受
ける容量カップリングの影響を示す図である。
【符号の説明】
【０２０１】
　１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ、１Ｅ：ＬＣＤパネル
　２、２Ａ、２Ｂ：ＬＣＤドライバ
　１１：ゲート線
　１２：データ線
　１３：画素
　１６：コモン電極
　１７：入力ノード
　１８：配線
　１９：スイッチ（ストレートスイッチ）
　２０：クロススイッチ
　２１：データ制御回路
　２２：階調生成回路
　２３：正極性ドライバ部
　２４：負極性ドライバ部
　２５：極性切り替えスイッチ群
　２６：セレクタ制御回路
　２７：極性切り替えスイッチ制御回路
　２８：ＲＧＢスイッチ制御回路
　２９：タイミングコントロール回路
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